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利水等対策案の概略評価の考え方

１

● 個別ダムの検証における新規利水及び流水の正常な機能の維持の観点からの検討に当たっては、概略検討により利水対策案を
抽出することとしている。

● 以下に、概略検討により利水等対策案を抽出するまでの基本的な考え方を示す。

１．新規利水対策案は、利水参画者に確認した必要な開発量に対し、成瀬ダムにおいて確保する容量を基本として立案する。

２．流水の正常な機能を維持するために必要な流量の補給の検討は、雄物川水系が「河川整備計画が策定されてない水
系」に該当するため、成瀬ダムの検証にあたっては平成21年6月15日「第５回雄物川水系河川整備学識者懇談会」で提
示した「雄物川水系河川整備計画素案（大臣管理区間）」を基に、河川整備計画に相当する整備内容の案を設定して検
討する。

３．利水等対策案の検討

利水等対策案は、必要な開発量を確保できるように、単独の利水代替案（ダムに替わる水資源開発施設または方策をい
う。）又は複数の利水代替案の組み合わせで幅広く立案することになるが、利水代替案は「ダム事業の検証に係る検討
に関する再評価実施要領細目」（以下、「細目」という。）に示す１７の代替案を参考に、雄物川流域における適用の可能
性について検討する。

４．概略検討による利水等対策案の抽出

・利水等代替案の検討を踏まえ、概略検討によって利水対策案を抽出する。

・概略検討に当たっては、次の例のように概略的に検討（この場合、必ずしも全ての評価軸で検討を行う必要はない。）し、

一つ以上の評価軸に関して、明らかに不適当と考えられる結果となる場合、当該利水対策案を除くこととする。

イ）制度上、技術上の観点から実現性が低いと考えられる案になっていないか。

ロ）必要としている利水上の効果が得られるか。

ハ）コストが極めて高いと考えられる案になっていないか。

・また、同類の利水対策案が複数ある場合はその中で比較するが、可能であればコスト等について定量的な検討を行い、

最も妥当と考えられる案を抽出する。

※ ．今回提示する施設規模については、概略検討として成瀬ダムと同じ容量を確保することを基本としているため、確定したものではない。

※ ．コストの評価に当たり、実施中の事業については残事業費を基本とする。



利水対策案の基本的な考え方

利水対策案の概略評価
・新規利水（かんがい） ：１１代替案の組み合わせによる複数の利水対策案（１８ケース）の概略評価
・新規利水（水道） ：１１代替案の組み合わせによる複数の利水対策案（１９ケース）の概略評価
・流水の正常な機能の維持：１１代替案の組み合わせによる複数の利水対策案（１６ケース）の概略評価

・第２回「検討の場」において以下
の組み合わせケースを提示
・新規利水（かんがい）：１９ケース
・新規利水（水道）：１２ケース
・流水の正常な機能の維持：１９ケース

・新規利水（かんがい） ： 現計画を含む３分類、１８ケースの組み合わせについて検討し、 コスト、実現性の観点から絞り込み抽出 → ４案
・新規利水（水道） ： 現計画を含む３分類、１９ケースの組み合わせについて検討し、 コスト、実現性の観点から絞り込み抽出 → ６案
・流水の正常な機能の維持 ： 現計画を含む３分類、１６ケースの組み合わせについて検討し、 コスト、実現性の観点から絞り込み抽出 → ４案

雄物川流域での利水代替案の評価 ⇒ 代替案別の最大開発規模の検討
・代替案別に可能施設の抽出・・・・・・・・・・・・・・・堰設置箇所、嵩上げ可能な既設ダム及びため池 等
・代替案別に可能施設の規模等・・・・・・・・・・・・・堰の設置箇所及び規模、既設ダム及びため池かさ上げ高 等
・代替案別に可能施設の開発費（開発単価）・・・堰の建設費、既設ダム及びため池再開発の費用 等

各代替案を用いたケース毎の施設配置の概略評価

単独代替案を用いて対策案とするケース 複数代替案を組み合わせて対策案とするケース 複数代替案を組み合わせても必要な効果が得ら
れないケース

優位性（コスト・実現性）の高い組み合わせ案の抽出

各ケースの対策案の選出

棄 却

２



利水代替案の適用性

１１代替案の施設規模

利水代替案について

第２回検討の場において、雄物川流域に適用する代替案として以下の１１代替案を抽出。

１）ダム（河川整備計画、専用ダム新設） ・・・・２代替案

２）河口堰（中流部）・・・・１代替案

５）河道外貯留施設（貯水池） ・・・１代替案

６）ダム再開発（掘削、かさ上げ） ・・・ ２代替案

７）他用途ダム容量の買い上げ ・・・ １代替案

９）地下水取水 ・・・ １代替案

１０－１）河道外貯留施設（調整池） ・・・ １代替案

１０－２）ため池（かさ上げ） ・・・ １代替案

１３）ダム使用権の振替 ・・・ １代替案

【新規利水（かんがい）】 【流水の正常な機能の維持】【新規利水（水道）】

３

施設名 開発可能量（千m3）

現計画 成瀬ダム 1,200

利水専用ダム 狙半内川利水専用ダム 1,200

河口堰（中流部堰） 皆瀬川・成瀬川筋・雄物川堰（新設） 987

河道外貯留施設（貯水池） 強首貯水池 1,200

大曲貯水池 1,200

西野貯水池 1,200

ダム再開発 （掘削） 皆瀬ダム 1,200

鎧畑ダム 840

（かさ上げ） 皆瀬ダム 1,200

玉川ダム 1,200

他用途ダム容量買い上げ 皆瀬ダム 1,200

玉川ダム 1,200

鎧畑ダム 1,200

地下水取水 平鹿平野 1,200

河道外貯留施設（調整池） 皆瀬川・成瀬川筋 1,200

ため池 楢沢沼 436

馬鞍沼 104

桁倉沼 655

ダム使用権等の振替 玉川ダム（水道） 1,200

代替案施設名 開発可能量（千m3）

現計画 成瀬ダム 28,300

利水専用ダム 成瀬ダムサイト利水専用ダム 28,300

河口堰（中流部堰） 皆瀬川・成瀬川筋堰（新設） 714

河道外貯留施設（貯水池） 強首貯水池 16,200

大曲貯水池 4,550

西野貯水池 4,350

ダム再開発 （掘削） 皆瀬ダム 9,180

鎧畑ダム 840

（かさ上げ） 皆瀬ダム 28,300

玉川ダム 28,300

他用途ダム容量買い上げ 皆瀬ダム 16,200

玉川ダム 28,300

鎧畑ダム 27,000

地下水取水 平鹿平野 28,300

河道外貯留施設（調整池） 皆瀬川・成瀬川筋 28,300

ため池 楢沢沼 436

馬鞍沼 104

桁倉沼 655

ダム使用権等の振替 玉川ダム（水道） 5,900

代替案 施設名 開発可能量（千m3）

現計画 成瀬ダム 26,500

利水専用ダム 成瀬ダムサイト利水専用ダム 26,500

河口堰（中流部堰） 皆瀬川・成瀬川筋堰（新設） 714

河道外貯留施設（貯水池） 強首貯水池 16,200

大曲貯水池 4,550

西野貯水池 4,350

ダム再開発 （掘削） 皆瀬ダム 9,180

鎧畑ダム 840

（かさ上げ） 皆瀬ダム 26,500

玉川ダム 26,500

他用途ダム容量買い上げ 皆瀬ダム 16,200

玉川ダム 26,500

鎧畑ダム 26,500

地下水取水 平鹿平野 26,500

河道外貯留施設（調整池） 皆瀬川・成瀬川筋 7,024

ため池 楢沢沼 436

馬鞍沼 104

桁倉沼 655

ダム使用権等の振替 玉川ダム（水道） 5,900

代替案



代替案の概要
・成瀬ダムを建設し、流水の正常な機能の維持と増進を図るとともに、新規かんがい用水、新規水道用水を補給する
・中央コア型ロックフィルダム（H=113.5m、L=690m）を新設し、利水容量を確保する

（新規かんがい：28,300千m3、新規水道：1,200千m3、流水の正常な機能の維持：26,500千m3）

利水代替案の適用性評価 ①現計画

図 成瀬ダム容量配分図（水道分見直し後）

４

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

ー

ー

ー

施設規模

26,500流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

28,300新規かんがい

開発可能量

（千m3）

成瀬ダム完成予想図

ダム高

113.5m

堤頂標高

EL.534. 5m

基礎標高 EL.421.00m

最低水位 EL.465.30m

常時満水位 EL.518. 60m

サーチャージ水位 EL.527. 80m

堆砂容量 3,500 千 m3

洪水調節容量19,000 千 m3

利水容量 56,000 千 m3

流水の正常な機能の維持

26,500 千 m
3

かんがい 28,300 千 m
3

水道 1, 200 千 m
3

（発電 56, 000 千 m3）

総貯水容量

78,500 千 m3

有効貯水容量

75,000 千 m3

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

成瀬ダム

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

68.12.2678,500690113.5ロックフィルダム成瀬ダム

流域面積
(km2)

湛水面積
(km2)

総貯水容量
(千m3)

堤頂長
(m)

ダム高
(m)

ダム形式施設名

成瀬ダムの諸元



代替案の概要（Ａ・Ｎ：単独）
・取水地点よりも上流の適地を対象
・成瀬ダムのダムサイトに利水専用ダム（ロックフィルダム、新規かんがいH=87.8m、流水の正常な機能の維持H=86.5m）を建設し、新規かんがい

用水（28,300千m3）又は、流水の正常な機能の維持（26,500千m3）に必要な容量を確保
・単独で代替可能

利水代替案の適用性評価 ②－１利水専用ダム（新規かんがい・流水の正常な機能の維持）

５

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域
図 利水専用ダム容量配分図

（新規かんがい） （流水の正常な機能の維持）

H=86.5m

対象外

H=87.8m

施設規模

(ダム高)

26,500流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

28,300新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム
利水専用ダム

成瀬ダム完成予想図

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

30,00086.5
ロックフィル

ダム

流水の正常な
機能の維持
専用ダム

31,80087.8
ロックフィル

ダム
新規かんがい

専用ダム

総貯水容量
(千m3)

ダム高
(m)

ダム形式施設名

利水専用ダムの諸元

※ 貯水容量＝利水容量＋堆砂容量（3,500千m3）

 

ダム高 

86.5m 

堤頂標高 

EL.507.5m 

基礎標高 EL.421.00m 

最低水位 EL.465.30m 

堆砂容量     3,500 千 m3 

利水容量   26,500 千 m3 

    26,500 千 m3 

 

常時満水位 EL.500.80m 

流水の正常な 

機能の維持 
ダム高

87.8 m

堤頂標高

EL.508.8 m

基礎標高 EL. 421.00m

最低水位 EL. 465.30 m

堆砂容量 3,500 千m
3

利水容量 28,300千m
3

かんがい 28 ,300 千 m3

常時満水位 EL. 502.1 0 m

ダム高

87.8 m

堤頂標高

EL.508.8 m

基礎標高 EL. 421.00m

最低水位 EL. 465.30 m

堆砂容量 3,500 千m
3

利水容量 28,300千m
3

かんがい 28 ,300 千 m3

常時満水位 EL. 502.1 0 m



横手市上水取水位置（予定） 

湯沢市上水取水位置 

利水専用ダム 

成瀬ダム 

皆瀬ダム 

成瀬川

皆瀬川

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

利水専用ダム

代替案の概要（Ｗ：単独）

・取水地点よりも上流の適地を対象

・利水専用ダム（重力式コンクリートダム、H=13.5m）を建設し、新規水道用水を補給
・必要となる利水容量が比較的小さいことから、取水地点上流の成瀬川支川に利水専用ダム（重力式コンクリートダム、H=13.5m）を建設し、新規

水道（1,200千m3）に必要な容量を確保
・単独で代替可能

利水代替案の適用性評価 ②－２利水専用ダム（新規水道）

６

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域 図 利水専用ダム位置図

13.51,206
新規水道

専用ダム

ダム高

（m）

貯水容量

(千m3)

※貯水容量＝利水容量＋堆砂容量（6千m3）

表 利水専用ダム諸元

対象外

H=13.5m

対象外

施設規模
（ダム高）

対象外流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

ダム高

13.5m

堤頂標高

EL.307.5m

基礎標高 EL.294.00m

最低水位 EL.296.00m

堆砂容量 6 千 m
3

利水容量 1,200 千 m3

常時満水位EL.304.00.m

湯沢市 212千m3

横手市715千m3

大仙市273千m3

ダム高

13.5m

堤頂標高

EL.307.5m

基礎標高 EL.294.00m

最低水位 EL.296.00m

堆砂容量 6 千 m
3

利水容量 1,200 千 m3

常時満水位EL.304.00.m

ダム高

13.5m

堤頂標高

EL.307.5m

基礎標高 EL.294.00m

最低水位 EL.296.00m

堆砂容量 6 千 m
3

利水容量 1,200 千 m3

常時満水位EL.304.00.m

湯沢市 212千m3

横手市715千m3

大仙市273千m3

図 利水専用ダム容量配分図
※堆砂容量は成瀬ダムの計画比堆砂量より設定

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

図 水道専用ダム構造図



代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：組み合わせ）
・取水地点よりも上流の適地を対象
・堰の新設位置は、取水位置上流で比較的川幅が広く且つ河床勾配が緩やかな直轄区間（皆瀬川：皆瀬頭首工～成瀬川合流点、成瀬川：皆瀬川合流点

～成瀬頭首工地点）に堰を新設し、利水容量を確保（714千m3）
・取水堰は皆瀬川で2堰、成瀬川で10堰新設可能
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ③－１中流部堰（皆瀬川・成瀬川において新設）

７

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 堰新設位置図
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図 皆瀬川・成瀬川縦断図

湯沢市取水位置

横手市取水位置（予定）

新規・既得かんがい取水位置

横手市取水位置（予定）

新規・既得かんがい取水位置

湯沢市取水位置

表 堰の施設諸元

図 堰による利水容量の確保

図 堰横断図（成瀬川筋）

12基

12基

12基

施設規模

（堰数）

714流水の正常な機能の
維持

714新規水道

714新規かんがい

開発可能量

（千m3）

成瀬頭首工

皆瀬頭首工

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

取水堰新設

河床勾配1/257

河床勾配1/146

河床勾配1/170

河床勾配1/120

水面幅240m

水面幅160m

水面幅25m

水面幅30m

成瀬川

皆瀬川

幅 160m
高さ2.0m

H.W.L

新規・既得かんがい取水位置

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

堰

新規・既得かんがい取水位置

 

堰高 

河床勾配 

湛水延長 

利水容量 

皆瀬川筋 成瀬川筋

鋼製巻き上げ式
＋ゴムラバー式

鋼製起伏式

高さ 2.0m 2.0m

幅 240m 160m

123.4千m3 46.7千m3

2基 10基

246.8千m3 467.0千m3

諸元

堰タイプ

１基あたり
開発可能量

施設基数

利水容量



新規取水堰 

南
外
地
区
取
水
位
置 

大
沢
郷
地
区
取
水
位
置 

刈
和
野
地
区
取
水
位
置 

代替案の概要（Ｗ：組み合わせ）
・取水地点よりも上流の適地を対象
・堰の新設位置は取水位置上流で、堤防が完成している区間（57.0km）に堰（1箇所）を新設し、利水容量を確保（273千m3）
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ③－２中流部堰（雄物川において新設）

８

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 堰新設位置図

図 雄物川縦断図

表 堰の施設諸元 大仙市取水堰新設区間

大沢郷地区

刈和野地区取水位置

南外地区取水位置

取水位置

図 堰横断図（雄物川筋）

 

幅 240m 
高さ 1.2m 

H.W.L 

対象外

1基

対象外

施設規模

（堰数）

対象外流水の正常な機能の
維持

273新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

取水堰新設
雄物川

堰

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

 

堰高 

河床勾配 

湛水延長 

利水容量 

図 堰による利水容量の確保

雄物川筋

鋼製巻き上げ式
＋ゴムラバー式

高さ 1.2m

幅 240m

273千m3

1基

273千m3

諸元

１基あたり
開発可能量

施設基数

利水容量

堰タイプ



施設名 位置 諸元 状況写真 備考 

山城堰 

頭首工 

（左岸） 

横手市大森町 

（右岸） 

横手市雄物川町 

形式：フローティング

タイプ 

堤高：1.80m 

堤長：271.3m 

 

皆瀬 

頭首工 

（左岸） 

湯沢市岩崎 

（右岸） 

横手市増田町 

形式：フローティング

タイプ 

堤高：1.90m 

堤長：237.2m 

 

成瀬 

頭首工 

横手市増田町 形式：フローティング

タイプ 

堤高：2.20m 

堤長：65.5m 

 

 

代替案の概要
・既設取水堰として「山城堰頭首工」「皆瀬頭首工」「成瀬頭首工」が挙げられるが、以下の理由により困難

① 既設取水堰のかさ上げによって河道内の水位が上昇することになり、堤防及び背後地の安全性が低下。また安全性の確保のため高水敷や
堤防等のかさ上げが必要

② 既設の堰を改築し貯留量を確保するにあたっては、かさ上げ分のみの貯留量しか確保不可
③ 既設堰の機能を維持しながらの改築を強いられることから、大規模な仮設等が必要となり、新設と同等の施設改築が必要

利水代替案の適用性評価 ③－３中流部堰（既設堰の改築）

９

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 既設取水堰のかさ
上げによる利水容量の
確保 概念図

表 既設堰の諸元

既設取水堰

かさ上げ

堤防防護のための
高水敷のかさ上げ

水位上昇に対する
堤防かさ上げ

図 既設取水堰のかさ上げ概念図

常時の河川水位が
背後地より高くな
る箇所がある

対象外

対象外

対象外

施設規模

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

山城堰頭首工

皆瀬頭首工

成瀬頭首工

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

 

かさ上げ高 

河床勾配 

湛水延長 

利水容量 

既設 

[既設かさ上げ] 



強首遊水地
A=270ha

導水路（導水）

ポンプ
導水路（流入）

取水堰

堤内地盤高 TP.14.35m 

平水位 TP.8.28m 

貯水池深さ 約 6.0m 

H.W.L TP.19.295m 

図 貯水池付近における河道横断図（39.6km）

代替案の概要（Ａ・Ｎ：組み合わせ，Ｗ：単独）
・検証ダムの治水代替案として検討されている遊水地を対象
・治水目的で使用する範囲の底地を掘削し貯水池とする（270ha、16,200千m3）
・貯水池の底面高は、河川からの自然導水ならびに周辺の地下水位への影響を考慮し、平水位程度
・取水堰を新設し、自然流下で貯留。貯留した用水は導水路（ポンプ＋導水路）により取水地点へ導水
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ④－１河道外貯留施設（強首貯水池1/2）

１０

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

治水代替案で想定している
遊水地の位置

図 貯水池位置図

図 利水容量の確保 概念図

 

利水容量 

治水容量 
本
堤 

周
囲
堤 

河道 遊水地 

平水位 

ポンプ 

Ｐ 

270ha

20ha

270ha

施設規模

(面積)

16,200流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

16,200新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路55km

大仙市への導水路10km

 

目的別の開発可能量と施設規模

鎧畑ダム

16,200千m3利水容量

約6.0m水深

270ha面積

強首地区

断面位置39.6km

雄物川



利水代替案の適用性評価 ④－１河道外貯留施設（強首貯水池2/2）

１１

皆瀬頭首工
成瀬頭首工

貯水池

中継ポンプ

中継ポンプ

中継ポンプ

中継ポンプ

ポンプ

導水路55km

図 導水ルート図

貯水池からの導水方法
・貯水池から各目的の取水箇所まで導水
・導水ルートは幹線道路沿いを想定し、ポンプの揚程を20mと仮定した施設規模を想定

大仙市取水箇所

湯沢市取水箇所

横手市取水箇所

雄物川

皆瀬川

成瀬川

中継ポンプ

図 導水ルート 縦断図

55

55

55

10

55

導水距離

（km）

6台

6台

6台

1台

6台

ポンプ

台数

2,800

200

300

200

2800

導水管径

（mm）

12.178

0.027

0.091

0.036

12.178 

導水量

（m3/s）

12,600流水の正常な

機能の維持

212

715

273

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

12,600新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

TP.120m

10

20

40

30

70

60

50

100

90

80

110

120

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55

P

P

P

P

P

P
TP.16m

高低差105m

φ2800mm

図 導水断面図（新規かんがい）



大曲遊水地
A=350ha

ポンプ 導水路（導水）

取水堰

導水路（流入）

図 貯水池付近における河道横断図（69.0km）

代替案の概要（Ａ・Ｎ：組み合わせ，Ｗ：単独）
・検証ダムの治水代替案として検討されている遊水地を対象
・治水目的で使用する範囲の底地を掘削し貯水池とする（350ha、4,550千m3）
・貯水池の底面高は、河川からの自然導水ならびに周辺の地下水位への影響を考慮し、平水位程度
・取水堰を新設し、自然流下で貯留。貯留した用水は導水路（ポンプ＋導水路）により取水地点へ導水
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ④－２河道外貯留施設（大曲貯水池1/2）

１２

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域
図 貯水池位置図

図 利水容量の確保 概念図

 

利水容量 

治水容量 
本
堤 

周
囲
堤 

河道 遊水地 

平水位 

ポンプ 

Ｐ 

350ha

92.3ha

350ha

施設規模

(面積)

4,550流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

4,550新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路33km

目的別の開発可能量と施設規模

鎧畑ダム

4,550千m3利水容量

約1.3m水深

350ha面積

大曲地区

断面位置69.0km

雄物川

堤内地盤高 TP.24.050m 

平水位 TP.22.734m 

貯水池 深さ約 1.3m 

H.W.L TP.28.105m 

治水代替案で
想定している
遊水地の位置



利水代替案の適用性評価 ④－２河道外貯留施設（大曲貯水池2/2）

１３

皆瀬頭首工
成瀬頭首工

貯水池

中継ポンプ

中継ポンプ

中継ポンプ

中継ポンプ

ポンプ

導水路33km

図 導水ルート図

貯水池からの導水方法
・貯水池から各目的の取水箇所まで導水
・導水ルートは幹線道路沿いを想定し、ポンプの揚程を20mと仮定した施設規模を想定

大仙市取水箇所

湯沢市取水箇所

横手市取水箇所

雄物川

皆瀬川

成瀬川

中継ポンプ

図 導水ルート 縦断図

33

33

33

-

33

導水距離

（km）

5台

5台

5台

-

5台

ポンプ

台数

1700

200

300

-

1700

導水管径

（mm）

4.398 

0.027

0.091

-

4.398 

導水量

（m3/s）

4,550流水の正常な

機能の維持

212

715

273

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

4,550新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ1700mm

図 導水断面図（新規かんがい）

TP.120m

40
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70
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100

90

80

110

120

5 10 15 20 25 30

P

P

P

P

P

TP.24m

高低差97m

130

140



西野遊水地
A=290ha

ポンプ
導水路（導水）

取水堰

導水路
（流入）

堤内地盤高 TP.51.889m 

平水位 TP.50.375m 

貯水池深さ 約 1.5m 

H.W.L TP.54.491m 

図 貯水池付近における河道横断図（90.0km）

代替案の概要（Ａ・Ｎ：組み合わせ，Ｗ：単独）
・検証ダムの治水代替案として検討されている遊水地を対象
・治水目的で使用する範囲の底地を掘削し貯水池とする（290ha、4,350千m3）
・貯水池の底面高は、河川からの自然導水ならびに周辺の地下水位への影響を考慮し、平水位程度
・取水堰を新設し、自然流下で貯留。貯留した用水は導水路（ポンプ＋導水路）により取水地点へ導水
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ④－３河道外貯留施設（西野貯水池1/2）

１４

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域
図 貯水池位置図

図 利水容量の確保 概念図

 

利水容量 

治水容量 
本
堤 

周
囲
堤 

河道 遊水地 

平水位 

ポンプ 

Ｐ 

290ha

80.0ha

290ha

施設規模

(面積)

4,350流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

4,350新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路19km

目的別の開発可能量と施設規模

鎧畑ダム

4,350千m3利水容量

約1.5m水深

290ha面積

西野地区

断面位置90.0km
治水代替案で
想定している
遊水地の位置



利水代替案の適用性評価 ④－３河道外貯留施設（西野貯水池2/2）

１５

皆瀬頭首工
成瀬頭首工

貯水池

中継ポンプ

中継ポンプ

ポンプ 導水路19km

図 導水ルート図

貯水池からの導水方法
・貯水池から各目的の取水箇所まで導水
・導水ルートは幹線道路沿いを想定し、ポンプの揚程を20mと仮定した施設規模を想定

大仙市取水箇所

湯沢市取水箇所

横手市取水箇所

雄物川

皆瀬川

成瀬川

図 導水ルート 縦断図

19

19

19

-

19

導水距離

（km）

4台

4台

4台

-

4台

ポンプ

台数

1700

200

300

-

1700

導水管径

（mm）

4.204 

0.027

0.091

-

4.204 

導水量

（m3/s）

4,350流水の正常な

機能の維持

212

715

273

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

4,350新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ1700mm

図 導水断面図（新規かんがい）

中継ポンプ

TP.120m

70
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100

90
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120
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P
TP.46m

高低差74m



利水代替案の適用性評価 ⑤ダム再開発

玉川ダム

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

横手市水道

湯沢市水道

大仙市水道

大松川ダム

皆瀬ダム

成瀬ダム直下

成瀬川橋

岩崎橋

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

玉川ダム

鎧畑ダム

板戸ダム

協和ダム

岩見ダム

南外ダム

相野々ダム

【掘削＝×】【かさ上げ＝×】

ダム位置が新規利水地区と離れており、再開発によって利
水容量を確保した場合にあっても、導水コストが多くかか
り不利

F/N/P重力式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

秋田県岩見ダム

【掘削＝×】【かさ上げ＝×】

急峻な山地に囲まれており、掘削に適した平地がない。か
さ上げは、現機能を維持しながらコアや洪水吐の大規模改
良が必要となり困難

F/Aｱｰｽﾀﾞﾑ大仙市南外ダム

【掘削＝●】【かさ上げ＝×】

貯水池周辺の地すべり等の分布状況から掘削可能と考えら
れる箇所を掘削。かさ上げは、貯水位上昇によって上流の
玉川ダムへ影響を及ぼすため困難

F/P重力式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

秋田県鎧畑ダム

【掘削＝×】【かさ上げ＝×】

地形的に掘削、かさ上げの可能性は考えられるものの、他
河川から導水して貯留するタイプのダムであり、導水量に
限界があり困難

Aｱｰｽﾀﾞﾑ旭川水系

土地改良区

相野々

ダム

【掘削＝×】【かさ上げ＝×】

貯水池周辺に多くの地すべり等が存在し、掘削による貯水
位上昇により地すべりを誘発させる恐れがあり困難。かさ
上げは、基礎地盤などの状況から判断し困難

F/N/A/

W/P

重力式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

秋田県大松川

ダム

【掘削＝×】【かさ上げ＝×】

掘削で得られる容量に対し掘削土量が大きく、掘削に適し
た平地がない。かさ上げは、貯水位上昇によって上流の皆
瀬ダムへ影響を及ぼすため困難

N/P重力式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

秋田県板戸ダム

【掘削＝×】【かさ上げ＝×】

ダム位置が新規利水地区と離れており、再開発によって利
水容量を確保した場合にあっても、導水コストが多くかか
り不利

F/N/W重力式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

秋田県協和ダム

【掘削＝×】【かさ上げ＝●】

急峻な山地に囲まれており、掘削に適した平地がない。か
さ上げは、貯水池地すべり、基礎地盤などへの影響がない
ものとして必要容量を確保する規模までかさ上げ

F/N/A

W/I/P

重力式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

国土交通省玉川ダム

【掘削＝●】【かさ上げ＝ ● 】

貯水池周辺の地すべり等の分布状況から掘削可能と考えら
れる箇所を掘削。かさ上げは、貯水池地すべり、基礎地盤
などへの影響がないものとして必要容量を確保する規模ま
でかさ上げ

F/N/

A/P

ﾛｯｸ

ﾌｨﾙﾀﾞﾑ

秋田県皆瀬ダム

ﾀﾞﾑ再開発目的形式施設管理者ダム名

１６

●：評価対象

×：開発困難
※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい W：水道 I：工業用水道 P：発電



代替案の概要（Ａ・Ｎ：組み合わせ，Ｗ：単独）
・既設ダム機能を維持しながら対策を行うため、制限水位より上を掘削するものとし、完了後に容量を配分して制限水位を変更

（制限水位の変更によるダム堤体の安定性への影響は生じない。変更後の制限水位は常時満水位以下）
・新規かんがい、流水の正常な機能の維持については、地すべり等の位置を考慮し、貯水池に接する掘削可能と考えられる平坦地3箇所（約68ha）を掘

削して、9,180千m3を確保。新規水道については、掘削適地のうち標高が低く、掘削量を少なくできる箇所を掘削して利水容量1,200千m3を確保
・確保した用水は、導水路又は下流河道で取水
・水道は単独で代替可能。その他は容量が不足するため、組み合わせ案として検討

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑤－１ダム再開発（皆瀬ダム貯水池の掘削1/2）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

１７

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

皆瀬ダム

図 貯水池掘削 概念図

10,100千m3利水

治水 16,200千m3容量

F/N/A/P※目的

皆瀬川設置河川名

ロックフィルダム形式

172km2流域面積

秋田県施設管理者

皆瀬ダムダム名

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

皆瀬ダム

図 皆瀬ダム貯水池周辺地形図

羽場地区（26ha）

小安地区

（35ha）

羽場地区水道分（8.9ha）

図 皆瀬ダム容量配分図

木積場地区

68ha

8.9ha

68ha

施設規模

(掘削面積)

9,180流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

9,180新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

ダム高 

66.5m 

堤頂標高 

EL.255.0m 

基礎標高 EL.188.50m 

最低水位 EL.222.50m 

常時満水位 EL.250.00m 

サーチャージ水位 EL.251.00m 

堆砂容量      5,300 千 m3 

洪水調節容量 16,200 千 m3 

利水容量   10,100 千 m3 

かんがい   10,100 千 m3 

発電      10,100 千 m3

 

洪水期 （7/1～9/30） 

制限水位 EL.237.50m 

サーチャージ容量 1,600 千 m3 

非洪水期 （10/1～翌年 6/30） 

利水容量   24,700 千 m3 

かんがい   12,000 千 m3 

発電      24,700 千 m3 

 

開発後の制限水位 EL.243.0m

導水路17.3km

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

皆 瀬 ダ ム

A

B

（7ha）

開発可能量

掘削範囲

A B

EL=237.50m

EL=243.00m

かんがい、流水の正常な
機能の維持分の掘削範囲

水道分の掘削範囲

地すべり等危険箇所

 

N.W.L 

L.W.L 

掘削 

S.W.L 

N.W.L 

L.W.L 

新たに確保できる容量

（開発可能量） 

S.W.L 

治水容量 

利水容量 

治水容量 

利水容量 



利水代替案の適用性評価 ⑤－１ダム再開発（皆瀬ダム貯水池の掘削2/2）

１８
図 皆瀬川筋からの導水ルート図（新処頭首工～成瀬頭首工）

図 導水ルート縦断図（新処頭首工～成瀬頭首工）

 

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0k
100

150

200

250

黒
沢
川
▼

16.0k 17.0k

取水位
EL.168m

放水位
EL.120m

水路①10.8km 水路②6.5km

導水延長17.3km

導水勾配1/813EL.128m

導水勾配1/270

図 導水路横断図

（水路①） （水路②）

皆瀬ダムからの導水方法
・「新規かんがい」「流水の正常な機能の維持」のための補給は、既設の新処頭首工から取水を行い、導水路を新設して成瀬頭首工上流へ導水
・「新規水道」のための補給は、皆瀬ダムからの補給水を下流河道で取水

 

1.45m 

1.45m 

1:1 

2.05m  

2.00m 

1.60m 

1:1 

2.60m 

新処頭首工（既存）

水路②

（10.8km）

黒沢川

成瀬川

皆瀬川

皆瀬ダム

水路①

（6.5km）

湯沢市水道
横手市水道

成瀬頭首工皆瀬頭首工

あらところ



代替案の概要
・板戸ダムの再開発（掘削）により、必要な容量を確保
・地すべり等は多くないものの、以下の理由により困難

① 掘削に適した平地がない
② 山地を掘削した場合、得られる容量に対して掘削する土量の割合が大きく非効率（比率 1:5）

利水代替案の適用性評価 ⑤－２ダム再開発（板戸ダム貯水池の掘削）

１９

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

対象外

対象外

対象外

施設規模

(掘削面積)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

板戸ダム

成瀬川橋

目的別の開発可能量と施設規模

板 戸 ダ ム

図 板戸ダム貯水池周辺地形図

1,371千m3利水

治水 －容量

N/P※目的

皆瀬川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

10km2流域面積

秋田県施設管理者

板戸ダムダム名

図 板戸ダム容量配分図

ダム高 

28.7m 

堤頂標高 

EL.202.0m 

基礎標高 EL.173.30m 

最低水位 EL.184.50m 

常時満水位 EL.194.90m 

ダム設計洪水位 EL.201.00m 

堆砂容量      227 千 m3 

利水容量   1,371 千 m3 

流水の正常な機能の維持 

1,371 千 m3 

発電       1,371 千 m3 

A
B

開発可能量

掘削範囲

掘削量５：開発可能量１

EL=201.00m

EL=194.90m

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

板戸ダム

A

B

地すべり等危険箇所

図 貯水池掘削 概念図

 

N.W.L 

L.W.L 

掘削 

S.W.L 

N.W.L 

L.W.L 

新たに確保できる容量

（開発可能量） 

S.W.L 

治水容量 

利水容量 

治水容量 

利水容量 



代替案の概要
・大松川ダムの再開発（掘削）により、必要な容量を確保
・地すべり等が多く存在し、掘削により地すべりを誘発させる可能性が高いため困難

利水代替案の適用性評価 ⑤－３ダム再開発（大松川ダム貯水池の掘削）

２０

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

大松川ダム

図 大松川ダム貯水池周辺地形図

4,700千m3利水

治水 6,300千m3容量

F/N/A/W/P※目的

横手川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

38.2km2流域面積

秋田県施設管理者

大松川ﾀﾞﾑダム名

図 大松川ダム容量配分図

ダム高 

65.0m 

堤頂標高 

EL.191.0m 

基礎標高 EL.127.00m 

最低水位 EL.160.20m 

常時満水位 EL.183.70m 

サーチャージ水位 EL.188.00m 

堆砂容量      1,150 千 m3 

洪水調節容量 6,300 千 m3 

利水容量    4,700 千 m3 

流水の正常な機能の維持 

3,000 千 m3 

かんがい    1,200 千 m3 

水道         500 千 m3

 

洪水期 （7/1～9/30） 

制限水位 EL.177.50m 
利水容量    8,100 千 m3 

流水の正常な機能の維持 

4,700 千 m3 

かんがい    2,400 千 m3 

水道       1,000 千 m3 

 

サーチャージ容量 2,900 千 m3 

非洪水期 （10/1～翌年 6/30） 

 

大松川ダム

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム
対象外

対象外

対象外

施設規模

(掘削面積)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

目的別の開発可能量と施設規模

大 松 川 ダ ム

図 貯水池掘削 概念図

・貯水池周辺に滑落崖を有する斜面移動体が存在する。

・掘削により、地すべりを誘発させる可能性があり掘削は困難。

鎧畑ダム

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

地すべり等危険箇所

 

N.W.L 

L.W.L 

掘削 

S.W.L 

N.W.L 

L.W.L 

新たに確保できる容量

（開発可能量） 

S.W.L 

治水容量 

利水容量 

治水容量 

利水容量 



導水 

代替案の概要
・相野々ダムの再開発（掘削）により。必要な容量を確保
・均一型アースフィルダム（H=40.8m、L=132.9m）
・地形的に掘削による容量確保の可能性はあるが、以下の理由により水源確保が難しいため困難

① ダム貯留は直接流域と間接流域により行われており、掘削により容量を確保しても直接流域からの流水だけでは必要な容量の貯留が困難
② 間接流域からの導水は、下流河川と黒沢川の既得用水を確保しつつ行う必要があり、導水量に限度がある

利水代替案の適用性評価 ⑤－４ダム再開発（相野々ダム貯水池の掘削）

２１

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

相野々ダム

相野々ダム

図 相野々ダム貯水池周辺地形図

3,556千m3利水

治水 －容量

A※目的

横手川設置河川名

アースﾀﾞﾑ形式

1.8km2流域面積

旭川水系土地改良区施設管理者

相野々ﾀﾞﾑダム名

黒沢川

相野々ダム

直接流域1.8km2

間接流域38km2

導水路

図 相野々ダムの直接流域・間接流域概念図

鎧畑ダム

対象外

対象外

対象外

施設規模

(掘削面積)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

目的別の開発可能量と施設規模

相 野 々 ダ ム

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

地すべり等危険箇所



 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

玉川ダム

代替案の概要
・玉川ダムの再開発（掘削）により、必要な容量を確保
・地すべり等は多くないものの、以下の理由により困難

① 掘削に適した平地がない
② 山地を掘削した場合、得られる容量に対して掘削する土量の割合が大きく非効率（比率 1:12）

利水代替案の適用性評価 ⑤－５ダム再開発（玉川ダム貯水池の掘削）

２２

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

122,000千m3利水

治水 107,000千m3容量

F/N/A/W/I/P※目的

玉川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

287km2流域面積

国土交通省施設管理者

玉川ﾀﾞﾑダム名

玉 川 ダ ム

対象外

対象外

対象外

施設規模

(掘削面積)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

目的別の開発可能量と施設規模

鎧畑ダム

玉川ダム

図 玉川ダム貯水池周辺地形図

開発可能量

掘削量

A B

A

B

掘削量１２：開発可能量１

EL=397.40m
EL=387.20m

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

地すべり等危険箇所



利水代替案の適用性評価 ⑤－６ダム再開発（鎧畑ダム貯水池の掘削1/2）

２３

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

鎧畑ダム

鎧畑ダム

図 鎧畑ダム貯水池周辺地形図

11,000千m3利水

治水 32,000千m3容量

F/P※目的

玉川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

33.3km2流域面積

秋田県施設管理者

鎧畑ﾀﾞﾑダム名  

ダム高 

58.5m 

堤頂標高 

EL.328.5m 

基礎標高 EL.270.00m 

最低水位 EL.299.00m 

常時満水位 EL.325.00m 

サーチャージ水位 EL.327.00m 

堆砂容量     8,000 千 m3 

洪水調節容量 32,000 千 m3 

利水容量   11,000 千 m3 

洪水期 （7/1～9/30） 

制限水位 EL.309.50m 

利水容量   38,000 千 m3 

非洪水期 （10/1～翌年 6/30） 

発電       11,000千m3

 

発電       38,000千m3 

 

サーチャージ容量 5,000 千 m3 

図 鎧畑ダム容量配分図

図 貯水池掘削 概念図

24ha

24ha

24ha

24ha

施設規模

(掘削面積)

840流水の正常な機能の
維持

840新規水道

840新規かんがい

開発可能量

（千m3）

開発後の制限水位 EL.309.9m

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：組み合わせ）
・鎧畑ダムの再開発（掘削）により、必要な容量を確保
・既設ダム機能を維持しながら対策を行うため、制限水位より上を掘削するものとし、完了後に容量を配分して制限水位を変更
・地すべり等の位置を考慮し、貯水池に接する掘削可能と考えられる平坦地（24ha）を掘削して、840千m3を確保
・確保した用水は、導水路又は下流河道で取水
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

鎧 畑 ダ ム

目的別の開発可能量と施設規模

A

B

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

開発可能量

A B

EL=309.5m 

EL=318.0m 

かんがい、水道、流水の
正常な機能の維持分の掘
削範囲

地すべり等危険箇所

 

N.W.L 

L.W.L 

掘削 

S.W.L 

N.W.L 

L.W.L 

新たに確保できる容量

（開発可能量） 

S.W.L 

治水容量 

利水容量 

治水容量 

利水容量 



 

玉川ダム 

抱返頭首工 

新規かんがい用水 

需要地区 

導水路 
51.3km 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

自然流下区間 

ポンプアップ区間 

中継ポンプ 

利水代替案の適用性評価 ⑤－６ダム再開発（鎧畑ダム貯水池の掘削2/2）

２４
図 導水ルート図

鎧畑ダムからの導水方法
・成瀬川、皆瀬川から取水を行うケース（新規水道：大仙市以外）については、玉川ダムから成瀬頭首工上流まで導水
・鎧畑ダム下流の既設 抱返頭首工から取水を行い、高低差を考慮して丘陵沿いに水路を新設し自然流下で導水
・自然流下が不可能な地点からはポンプによる圧送を想定
・ポンプの揚程を20mと仮定して必要ポンプ台数を算出

雄物川

鎧畑ダム

湯沢市

横手市

大仙市

成瀬頭首工皆瀬頭首工

図 導水ルート 縦断図

51.3

51.3

51.3

-

51.3

導水距離

（km）

4台

4台

4台

-

4台

ポンプ

台数

800

200

300

-

800

導水管径

（mm）

0.812

0.027

0.091

-

0.812

導水量

（m3/s）

840流水の正常な

機能の維持

212

715

-

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

840新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ800mm

図 導水断面図（新規かんがい）
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代替案の概要
・南外ダムの再開発（掘削）により、必要な容量を確保
・地すべり等は多くないものの、以下の理由により困難

① 掘削に適した平地がない
② 山地を掘削した場合、得られる容量に対して掘削する土量の割合が大きく非効率（比率 1:9）

利水代替案の適用性評価 ⑤－７ダム再開発（南外ダム貯水池の掘削）

２５

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

1,124千m3利水

治水 480千m3容量

F/A※目的

楢岡川設置河川名

アースﾀﾞﾑ形式

10km2流域面積

大仙市施設管理者

南外ﾀﾞﾑダム名

図 南外ダム貯水池周辺地形図

南外ダム

A

B

開発可能量

掘削範囲 掘削範囲

サーチャージ水位

制限水位

A

B

図 南外ダム貯水池横断図

掘削量 ９：開発可能量１
 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

南外ダム

南 外 ダ ム

対象外

対象外

対象外

施設規模

(掘削面積)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

目的別の開発可能量と施設規模

鎧畑ダム

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

地すべり等危険箇所



代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：単独）
・かさ上げにより貯水池地すべり、堤体材料、基礎地盤などへの影響がないものとし、現在の皆瀬ダム下流にダム堤体を建設

（詳細な調査が必要であることを前提として検討）
・皆瀬ダムを最大13.2mかさ上げすることにより、最大31,800千m3（これまでの堆砂量3,500千m3含む）を確保
・確保した用水は、導水路により成瀬頭首工上流へ補給
・単独で代替可能

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑥－１ダム再開発（皆瀬ダムかさ上げ1/2）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

２６

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

皆瀬ダム

図 皆瀬ダムサイト 地質横断図

10,100千m3利水

治水 16,200千m3容量

F/N/A/P※目的

皆瀬川設置河川名

ロックフィルダム形式

172km2流域面積

秋田県施設管理者

皆瀬ダムダム名

12.7m

2.7m

13.2m

施設規模
(かさ上げ

高)

30,000
流水の正常な
機能の維持

4,700新規水道

31,800新規かんがい

開発可能量

（千m3）

導水路17.3km

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

皆 瀬 ダ ム

かさ上げ後

図 皆瀬ダムかさ上げ断面図

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

かさ上げ高 2.7～13.2m

1:2.1

1:2.8

中
央
コ
ア



利水代替案の適用性評価 ⑥－１ダム再開発（皆瀬ダムかさ上げ2/2）

２７

図 皆瀬川筋からの導水ルート図（新処頭首工～成瀬頭首工）

図 導水ルート縦断図（新処頭首工～成瀬頭首工）

 

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0k
100

150

200

250

黒
沢
川
▼ 

16.0k 17.0k

取水位
EL.168m

放水位
EL.120m

水路①10.8km 水路②6.5km

導水延長17.3km

導水勾配1/813EL.128m

導水勾配1/270

図 導水路横断図

（水路①） （水路②）

皆瀬ダムからの導水方法
・「新規かんがい」「流水の正常な機能の維持」のための補給は、既設の新処頭首工から取水を行い、導水路を新設して成瀬頭首工上流へ導水
・「新規水道」のための補給は、皆瀬ダムからの補給水を下流河道で取水

 

1.45m 

1.45m 

1:1 

2.05m  

2.00m 

1.60m 

1:1 

2.60m 

新処頭首工（既存）

水路②

（10.8km）

黒沢川

成瀬川

皆瀬川

皆瀬ダム

水路①

（6.5km）

湯沢市水道
横手市水道

成瀬頭首工皆瀬頭首工



利水代替案の適用性評価 ⑥－２ダム再開発（板戸ダムかさ上げ）

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

1,600千m3利水

治水 －容量

N/P※目的

皆瀬川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

10km2流域面積

秋田県施設管理者

板戸ダムダム名

対象外

対象外

対象外

施設規模
(かさ上げ高)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

板戸ダム

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

板 戸 ダ ム

板戸ダム 

皆瀬ダム 

図 板戸ダムサイト 地質横断図

170

180

190

200

210

220

230

240

250

260

270

板戸ダム 皆瀬ダム

標
高
（
E
L
.
m
）

基礎地盤高 EL.173.3m

基礎地盤高 EL.188.5m
最低水位 EL.184.5m

常時満水位 EL.194.9m

設計洪水位 EL.201.0m

最低水位 EL.222.5m

制限水位 EL.237.5m

サーチャージ水位 EL.251.0m

図 板戸ダム 設計洪水位時の湛水範囲図

図 板戸ダム と皆瀬ダムの高さ関係図

 

設計洪水位 EL.201.0m 

設計洪水位時

板戸ダム 皆瀬ダム

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

代替案の概要
・板戸ダムの再開発（かさ上げ）により、必要な容量を確保
・以下の理由によりかさ上げは困難

① かさ上げによって貯水位が上流の皆瀬ダムに影響するため、皆瀬ダムの安定性の確認及び対策が必要
② かさ上げを行う場合、左右岸部の表土及び堆積物の除去と止水工が必要

２８



代替案の概要
・大松川ダムの再開発（かさ上げ）により、必要な容量を確保
・以下の理由によりかさ上げは困難

① 貯水池周辺には地すべりブロックが多く分布し、貯水位が上昇すると新たに影響が出る可能性のある地すべりブロックが複数存在
② 基礎地盤の状況を踏まえてダム堤体の安全性が確保されていることから、かさ上げを実施する場合には下流面腹付けなど、大規模な追加対策

が必要

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑥－３ダム再開発（大松川ダムかさ上げ）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

２９

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

大松川ダム

図 大松川ダムサイト 地質横断図

4,700千m3利水

治水 6,300千m3容量

F/N/A/W/P※目的

横手川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

38.2km2流域面積

秋田県施設管理者

大松川ﾀﾞﾑダム名

目的別の開発可能量と施設規模

大 松 川 ダ ム

鎧畑ダム

対象外

対象外

対象外

施設規模
(かさ上げ高)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

図 大松川ダムサイト 断面図

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

大松川ダム

図 大松川ダム貯水池周辺地形図

地すべり等危険箇所



代替案の概要
・相野々ダムの再開発（かさ上げ）により、必要な容量を確保
・以下の理由によりかさ上げは困難

① かさ上げにより容量を確保しても直接流域からの流水だけでは必要な容量の貯留が困難
② 間接流域からの導水は、下流河川と黒沢川の既得用水を確保しつつ行う必要があり、導水量に限度がある

利水代替案の適用性評価 ⑥－４ダム再開発（相野々ダムかさ上げ）

３０

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

3,556千m3利水

治水 －容量

A※目的

横手川設置河川名

アースﾀﾞﾑ形式

1.8km2流域面積

旭川水系土地改良区施設管理者

相野々ﾀﾞﾑダム名

図 相野々ダム貯水池周辺地形図

黒沢川

相野々ダム

直接流域1.8km2

間接流域38km2

導水路

図 相野々ダムの直接流域・間接流域概念図

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

相野々ダム

目的別の開発可能量と施設規模

相 野 々 ダ ム

鎧畑ダム

対象外

対象外

対象外

施設規模
(かさ上げ高)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電
導水 

相野々ダム

地すべり等危険箇所



 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

玉川ダム

利水代替案の適用性評価 ⑥－５ダム再開発（玉川ダムかさ上げ1/2）

３１

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

122,000千m3利水

治水 107,000千m3容量

F/N/A/W/I/P※目的

玉川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

287km2流域面積

国土交通省施設管理者

玉川ﾀﾞﾑダム名

3.4m

0.4m

3.6m

施設規模
(かさ上げ高)

29,100流水の正常な機能の
維持

3,800新規水道

30,900新規かんがい

開発可能量

（千m3）

図 玉川ダム断面図

代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：単独）
・かさ上げにより貯水池地すべり、堤体材料、基礎地盤などへの影響がないものとし、現在の玉川ダム下流面ダム堤体に腹付けしてかさ上げを行う

（詳細な調査が必要であることを前提として検討）
・既設ダムの下流面に腹付けして最大3.6mのかさ上げを行い、最大30,900千m3（これまでの堆砂分2,600千m3含む）確保
・確保した用水は、導水路又は下流河道で取水
・単独で代替可能

導水路51.3km

かさ上げ高 0.4m～3.6m

堤体かさ上げ範囲
鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

玉 川 ダ ム

図 玉川ダム正面図

かさ上げ後

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電



 

 

抱返頭首工 

新規かんがい用水 

需要地区 

導水路 
51.3km 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

自然流下区間 

ポンプアップ区間 

中継ポンプ 

利水代替案の適用性評価 ⑥－６ダム再開発（玉川ダムかさ上げ2/2）

３２
図 導水ルート図

玉川ダムからの導水方法
・成瀬川、皆瀬川から取水を行うケース（新規水道：大仙市以外）については、玉川ダムから成瀬頭首工上流まで導水
・玉川ダム下流の既設 抱返頭首工から取水を行い、高低差を考慮して丘陵沿いに水路を新設し自然流下で導水
・自然流下が不可能な地点からはポンプによる圧送を想定
・ポンプの揚程を20mと仮定して必要ポンプ台数を算出

図 導水ルート 縦断図

51.3

51.3

51.3

-

51.3

導水距離

（km）

4台

4台

4台

-

4台

ポンプ

台数

4,100

200

300

-

4,200

導水管径

（mm）

25.613

0.027

0.091

-

27.353

導水量

（m3/s）

26,500流水の正常な

機能の維持

212

715

-

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

28,300新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ4200mm

図 導水断面図（新規かんがい）
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代替案の概要
・鎧畑ダムの再開発（かさ上げ）により、必要な容量を確保
・以下の理由によりかさ上げは困難

① かさ上げによって貯水位が上流の玉川ダムに影響するため、玉川ダムの安定性の確認、対策が必要

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑥－６ダム再開発（鎧畑ダムかさ上げ）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

３３

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

鎧畑ダム

11,000千m3利水

治水 32,000千m3容量

F/P※目的

玉川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

33.3km2流域面積

秋田県施設管理者

鎧畑ﾀﾞﾑダム名

図 鎧畑ダム サーチャージ水位時の湛水範囲図

玉川ダム

鎧畑ダム

サーチャージ水位時

図 鎧畑ダム と玉川ダムの高さ関係図

対象外

対象外

対象外

施設規模
(かさ上げ高)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

目的別の開発可能量と施設規模

鎧 畑 ダ ム
270

290

310

330

350

370

390

410

鎧畑ダム 玉川ダム

標
高
（

E
L
.
m
）

基礎地盤高 EL.270.0m

基礎地盤高 EL.306.0m

最低水位 EL.299.0m

制限水位 EL.309.5m

サーチャージ水位 EL.327.0m

最低水位 EL.353.7m

制限水位 EL.387.2m

サーチャージ水位 EL.402.4m

図 鎧畑ダム 正面図

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電



代替案の概要
・南外ダムの再開発（かさ上げ）により、必要な容量を確保
・以下の理由によりかさ上げは困難

① 洪水吐や取水設備の改良が伴うことになり、大規模な改修になる
② 現在の機能を維持しながらかさ上げを行うためには、放流施設を保全しながらの改築が強いられ、大規模な仮設が必要

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑥－７ダム再開発（南外ダムかさ上げ）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

３４

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

南外ダム

図 南外ダム平面図

1,124千m3利水

治水 480千m3容量

F/A※目的

楢岡川設置河川名

アースﾀﾞﾑ形式

10km2流域面積

大仙市施設管理者

南外ﾀﾞﾑダム名

図 南外ダム横断図

取水設備

対象外

対象外

対象外

対象外

施設規模
(かさ上げ高)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外

対象外

新規水道

・大仙市

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

かさ上げ高 約0.8m

鎧畑ダム

洪水吐

・かさ上げにより洪水吐の全面的改築が必要となる。

南 外 ダ ム

目的別の開発可能量と施設規模

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電



 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

皆瀬ダム

導水路17.3km

鎧畑ダム

整備計画河道（成瀬ダムあり） 

皆瀬ダム治水容量買い取り後 

代替分 

代替案の概要（Ａ・Ｎ：組み合わせ，Ｗ：単独）
・皆瀬ダムの治水容量16,200千m3のうち、制限水位から常時満水位までの間の16,200千m3を対象に、各目的毎の必要容量を買い上げ
・皆瀬ダムの治水容量分の買い上げ費用の他、洪水調節効果分を代替するための費用を計上
・洪水調節効果分の代替は、下流河道の掘削で代替（新規かんがいの代替で河道掘削量約234万m3）
・ダム堤体の安定性に影響を与えない範囲で容量を買い上げ（サーチャージ水位まで影響なし）
・確保した用水は、導水路又は下流河道で取水
・水道は単独で代替可能。その他は容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ⑦－１他用途ダム容量の買い上げ（皆瀬ダム1/2）

３５

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

  

ダム高 

66.5m 

堤頂標高 

EL.255.0m 

基礎標高 EL.188.50m 

最低水位 EL.222.50m 

常時満水位 EL.250.00m 

サーチャージ水位 EL.251.00m 

堆砂容量      5,300 千 m3 

洪水調節容量 16,200 千 m3 

利水容量   10,100 千 m3 

かんがい   10,100 千 m3 

発電      10,100 千 m3

 

洪水期 （7/1～9/30） 

制限水位 EL.237.50m 

サーチャージ容量 1,600 千 m3 

非洪水期 （10/1～翌年 6/30） 

利水容量   24,700 千 m3 

かんがい   12,000 千 m3

発電      24,700 千 m3

 

買い取り対象 

図 掘削概念図

図 皆瀬ダム容量配分図

図 皆瀬ダム貯水位～容量関係図

10,100千m3利水

治水 16,200千m3容量

F/N/A/P※目的

皆瀬川設置河川名

ロックフィルダム形式

172km2流域面積

秋田県施設管理者

皆瀬ダムダム名

234万m3

17.4万m3

234万m3

施設規模

(下流河道
掘削量)

16,200流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

16,200新規かんがい

開発可能量

（千m3）

目的別の開発可能量と施設規模

※掘削区間は直轄及び県管理区間とする。

皆 瀬 ダ ム

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電



利水代替案の適用性評価 ⑦－１他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム2/2）

３６

図 皆瀬川筋からの導水ルート図（新処頭首工～成瀬頭首工）

図 導水ルート縦断図（新処頭首工～成瀬頭首工）

 

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0k
100

150

200

250

黒
沢
川
▼ 

16.0k 17.0k

取水位
EL.168m

放水位
EL.120m

水路①10.8km 水路②6.5km

導水延長17.3km

導水勾配1/813EL.128m

導水勾配1/270

図 導水路横断図

（水路①） （水路②）

皆瀬ダムからの導水方法
・「新規かんがい」「流水の正常な機能の維持」のための補給は、既設の新処頭首工から取水を行い、導水路を新設して成瀬頭首工上流へ導水
・「新規水道」のための補給は、皆瀬ダムからの補給水を下流河道で取水

 

1.45m 

1.45m 

1:1 

2.05m  

2.00m 

1.60m 

1:1 

2.60m 

新処頭首工（既存）

水路②

（10.8km）

黒沢川

成瀬川

皆瀬川

皆瀬ダム

水路①

（6.5km）

湯沢市水道
横手市水道

成瀬頭首工皆瀬頭首工



代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：単独）
・玉川ダムの治水容量のうち、制限水位から常時満水位までの間の68,000千m3を対象に、各目的毎の必要容量を買い上げ
・玉川ダムの治水容量分の買い上げ費用の他、洪水調節効果分を代替するための費用を計上
・洪水調節効果分の代替は、下流河道の掘削で代替（新規かんがいの代替で河道掘削量約234万m3）
・ダム堤体の安定性に影響を与えない範囲で容量を買い上げ（常時満水位まで影響なし）
・確保した用水は、導水路又は下流河道で取水
・単独で代替可能

利水代替案の適用性評価 ⑦－２他用途ダム容量の買い上げ（玉川ダム1/2）

３７

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 玉川ダム容量配分図

122,000千m3利水

治水 107,000千m3容量

F/N/A/W/I/P※目的

玉川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

287km2流域面積

国土交通省施設管理者

玉川ﾀﾞﾑダム名

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：上水道用水 I：工業水道用水 P：発電

219万m3

17.4万m3

234万m3

施設規模

(下流河道
掘削量)

26,500流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

28,300新規かんがい

開発可能量

（千m3）

整備計画河道（成瀬ダムあり） 

皆瀬ダム治水容量買い取り後 

代替分 

図 掘削概念図

※掘削区間は直轄及び県管理区間とする。

玉 川 ダ ム

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

玉川ダム

導水路51.3km

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

ダム高

100.0m

堤頂標高

EL.406.0m

基礎標高EL.306.00m

最低水位EL.353.70m

常時満水位EL.397.40m

サーチャージ水位EL.402.40m

堆砂容量 2,500 千 m
3

洪水調節容量 107,000 千 m
3

利水容量 122,000 千 m
3

かんがい 1 1,300 千 m3

水道 6 ,800 千 m3

工業用水道 27,200 千 m3

流水の正常な機能の維持

76,700 千 m3

発電 122,000 千 m3

洪水期 （6/16～9/30）

制限水位EL.387.20m

サーチャージ容量 39,000 千 m
3

非洪水期 （10/1～翌年6/15）

利水容量 190,000 千 m
3

かんがい 1 6,400 千 m3

水道 8,500 千 m3

工業用水道 34,400 千 m3

流水の正常な機能の維持

88,200 千 m3

発電 1 90,000 千 m3

買い取り対象 68,000 千m
3



利水代替案の適用性評価 ⑦－２他用途ダム容量の買い上げ（玉川ダム2/2）

３８

玉川ダムからの導水方法
・成瀬川、皆瀬川から取水を行うケース（新規水道：大仙市以外）については、玉川ダムから成瀬頭首工上流まで導水
・玉川ダム下流の既設 抱返頭首工から取水を行い、高低差を考慮して丘陵沿いに水路を新設し自然流下で導水
・自然流下が不可能な地点からはポンプによる圧送を想定
・ポンプの揚程を20mと仮定して必要ポンプ台数を算出

図 導水ルート 縦断図

51.3

51.3

51.3

-

51.3

導水距離

（km）

4台

4台

4台

-

4台

ポンプ

台数

4,100

200

300

-

4,200

導水管径

（mm）

25.613

0.027

0.091

-

27.353

導水量

（m3/s）

26,500流水の正常な

機能の維持

212

715

-

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

28,300新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ4200mm

図 導水断面図（新規かんがい）
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自然流下区間 ポンプアップ区間

P
TP.55m

P

P

P

TP.120m

 

 

抱返頭首工 

新規かんがい用水 

需要地区 

導水路 
51.3km 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

自然流下区間 

ポンプアップ区間 

中継ポンプ 

図 導水ルート図

雄物川

湯沢市

横手市

大仙市

成瀬頭首工皆瀬頭首工

玉川ダム

鎧畑ダム



代替案の概要（Ｗ・Ｎ：単独、Ａ：組み合わせ）
・鎧畑ダムの治水容量のうち、制限水位から常時満水位までの間の27,000千m3を対象に、各目的毎の必要容量を買い上げ
・鎧畑ダムの治水容量分の買い上げ費用の他、洪水調節効果分を代替するための費用を計上
・洪水調節効果分の代替は、下流河道の掘削で代替（新規かんがいの代替で河道掘削量約21万m3）
・ダム堤体の安定性に影響を与えない範囲で容量を買い上げ（常時満水位まで影響なし）
・確保した用水は、導水路又は下流河道で取水
・水道及び流水の正常な機能の維持は単独で代替可能。その他は容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ⑦－３他用途ダム容量の買い上げ（鎧畑ダム1/2）

３９

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 鎧畑ダム容量配分図11,000千m3利水

治水 32,000千m3容量

F/P※目的

玉川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

33.3km2流域面積

秋田県施設管理者

鎧畑ﾀﾞﾑダム名

20万m3

0.9万m3

21万m3

施設規模

(下流河道
掘削量)

26,500流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

27,000新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

鎧畑ダム

導水路51.3km

整備計画河道（成瀬ダムあり） 

皆瀬ダム治水容量買い取り後 

代替分 

図 掘削概念図

※掘削区間は直轄及び県管理区間とする。
目的別の開発可能量と施設規模

鎧 畑 ダ ム

ダム高

58.5m

堤頂標高

EL.328.5m

基礎標高 EL. 270.00m

最低水位 EL. 299.00m

常時満水位 EL. 325.00m

サーチ ャージ水位 EL. 327.00m

堆砂容量 8,000 千 m3

洪水調節容量 32,000 千 m3

利水容量 11,000 千 m3

洪水期 （7/1～9/30）

制限水位 EL. 309.50m

利水容量 38,000 千 m3

非洪水期 （10/1～翌年6/30）

発電 11,0 00千m
3

発電 38,0 00千m
3

サーチャージ容量 5,000 千 m3

買い取り 対象 27,000 千 m3

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電



利水代替案の適用性評価 ⑦－３他用途ダム容量の買い上げ（鎧畑ダム2/2）

４０

鎧畑ダムからの導水方法
・成瀬川、皆瀬川から取水を行うケース（新規水道：大仙市以外）については、鎧畑ダムから成瀬頭首工上流まで導水
・鎧畑ダム下流の既設 抱返頭首工から取水を行い、高低差を考慮して丘陵沿いに水路を新設し自然流下で導水
・自然流下が不可能な地点からはポンプによる圧送を想定
・ポンプの揚程を20mと仮定して必要ポンプ台数を算出

図 導水ルート 縦断図

51.3

51.3

51.3

-

51.3

導水距離

（km）

4台

4台

4台

-

4台

ポンプ

台数

4,100

200

300

-

4,100

導水管径

（mm）

25.613

0.027

0.091

-

26.097

導水量

（m3/s）

26,500流水の正常な

機能の維持

212

715

-

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

27,000新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ4100mm

図 導水断面図（新規かんがい）
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玉川ダム 

抱返頭首工 

新規かんがい用水 

需要地区 

導水路 
51.3km 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

自然流下区間 

ポンプアップ区間 

中継ポンプ 

図 導水ルート図

雄物川

鎧畑ダム

湯沢市

横手市

大仙市

成瀬頭首工皆瀬頭首工



 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

鎧畑ダム

  

ダム高 

58.5m 

堤頂標高 

EL.328.5m 

基礎標高 EL.270.00m 

最低水位 EL.299.00m 

常時満水位 EL.325.00m 

サーチャージ水位 EL.327.00m 

堆砂容量     8,000 千 m3 

洪水調節容量 32,000 千 m3 

利水容量   11,000 千 m3 

洪水期 （7/1～9/30） 

制限水位 EL.309.50m 

利水容量   38,000 千 m3 

非洪水期 （10/1～翌年 6/30） 

発電       11,000千m3

 

発電       38,000千m3

 

サーチャージ容量 5,000 千 m3 

買い取り対象 

代替案の概要
・鎧畑ダムの発電容量11,000千m3のうち、各目的毎の必要容量を買い上げ
・鎧畑ダム上流に位置する玉川ダムの基本計画において、鎧畑ダムの発電運用を見込んだ利水補給計画となっていることから、発電容量の買い取りは困難

利水代替案の適用性評価 ⑦－４他用途ダム容量の買い上げ（鎧畑ダム発電）

４１

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 鎧畑ダム容量配分図

11,000千m3利水

治水 32,000千m3容量

F/P※目的

玉川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

33.3km2流域面積

秋田県施設管理者

鎧畑ﾀﾞﾑダム名

対象外

対象外

対象外

施設規模

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

導水路51.3km

3,00015,700出力（kw）

32.3753.83有効落差（m）

11.8235.00取水量（m3/s）

備考常時最大

表 発電諸元

目的別の開発可能量と施設規模

鎧 畑 ダ ム

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電



利水代替案の適用性評価 ⑧地下水取水（１／４）

 

４２

十文字観測井
（国交省）

 流動性地下水 

（地下水位の季節変動＝大） 

停滞性地下水 

（地下水位の季節変動＝小） 

図 地下水状況分布図

約2,574台

約17台

約2,128台

施設規模
(ﾎﾟﾝﾌﾟ台数)

26,500流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

28,300新規かんがい

開発可能量

（千m3）

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

地下水取水

鎧畑ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

【地下水変動の状況】

・長期的には低下傾向を示している。

・年間の変動は、非かんがい期に低く、かんがい期に
高くなる。

・変動幅は、概ね4～7mとなっている。
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H8.1.1 H9.1.1 H10.1.1 H11.1.1 H12.1.1 H13.1.1 H14.1.1 H15.1.1 H16.1.1

地
下

水
位

（
m）

低下傾向

図 地下水位経時変化図

十文字

変動幅約７ｍ

変動幅約4ｍ

【地下水の分布】

・雄物川沿いは、地下水位の季節変動が小
さい。

・奥羽山脈に近い方は、地下水位の季節変
動が大きい。

・水源としては、雄物川沿いの地域の方が
比較的安定した水源と水底される。

雄
物
川

→平鹿平野（北から南を望む）

N

目的別の開発可能量と施設規模

代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：単独）
・地下水は、安定的な取水可能量が不明であるが、現状において、かんがい用水、水道用水に使用されていることから、各目的別に必要な利水容量

相当量を地下水取水可能と想定して検討
・地下水取水による地盤沈下や地下水水質の悪化等の影響、水源の継続性については、詳細な調査が必要であることを前提として検討
・地下水取水は、揚水井により汲み上げ、取水地点に直接補給又は導水路による補給
・単独で代替可能

雄
物
川



新規かんがい
・新規かんがいに必要な水量を確保するため地下水取水施設を建設
・新規かんがいは最大取水量21.271m3/sに対応する施設
・井戸の深さは地区内の揚水井の実績、地下水変動を考慮し40mと仮定
・ポンプ1台あたりの揚水量を0.01m3/sと仮定して必要ポンプ数を算定
・新規かんがい地区にポンプを設置し地下水を揚水、水田ならびにかんがい用水路へ導水

利水代替案の適用性評価 ⑧地下水取水（２／４）

図 ポンプでの揚水補給イメージ

Ｐ

地下水

水田

水路

皆瀬頭首工

成瀬頭首工

雄物川

皆瀬川

成瀬川

新規かんがい

水需要地区

ポンプ2,128台を設
置して水田、かんが
い用水路へ導水

４３



新規水道
・新規水道に必要な水量を確保するための地下水取水施設を建設
・井戸の深さは水道用として使用されている湯沢市等の揚水井の実績より仮定
・新規水道の取水予定箇所にポンプを設置（計１７台）、地下水を揚水後に浄水場へ導水

利水代替案の適用性評価 ⑧地下水取水（３／４）

４４

図 ポンプでの揚水補給イメージ

Ｐ

地下水

水道用水 浄水場

南外地区取水位置

大沢郷地区取水位置

刈和野地区取水位置

横手市上水取水位置（予定）

湯沢市上水取水位置

取水量0.017m3/s
ポンプ2台

取水量0.009m3/s
ポンプ1台

取水量0.008m3/s
ポンプ1台

取水量0.091m3/s
ポンプ10台

取水量0.027m3/s
ポンプ3台



流水の正常な機能の維持
・流水の正常な機能を維持するために必要な水量を確保するための地下水取水施設を建設
・井戸の深さは地区内の揚水井の実績、地下水変動を考慮し40mと仮定
・ポンプ1台あたりの揚水量を0.01m3/sと仮定して必要ポンプ数を算定
・既得かんがい地区にポンプを設置し地下水を用水、かんがい用水路へ導水
・河川の維持流量分については、地下水を揚水後、ポンプによって河川へ導水

利水代替案の適用性評価 ⑧地下水取水（４／４）

４５

成瀬頭首工・皆瀬頭首工既得分

取水量20.306m3/s
ポンプ2,031台を設置

成瀬川上流域分

取水量 2.621m3/s
ポンプ 263台を設置

皆瀬頭首工

成瀬頭首工

皆瀬ダム

成瀬ダム 図 ポンプでの揚水補給イメージ

Ｐ

地下水

水田

水路

Ｐ

成瀬川

成瀬頭首工 

皆瀬頭首工 
成瀬川 

皆瀬川 

成瀬川橋（維持流量2.6m3/s） 

岩崎橋（維持流量2.8m3/s） 
導水 2.8km 

ポンプ設置範囲 

P 

幹線水路 

水路 1.8km 

水路2.0km 

河川の維持流量分

取水量2.8m3/s
ポンプ280台を設置

ポンプ設置範囲

幹線水路

導水路（開水路）

導水路（ポンプ）

流れの方向



代替案の概要（Ａ：単独）
・幹線用水路沿いに調整池を8箇所設置し、利水容量28,300千m3を確保
・調整池の設置位置は取水地点及び水路沿川とし、河川や幹線水路等からの自然取配水が可能な施設構造とする
・単独で代替可能

利水代替案の適用性評価 ⑨－１河道外貯留施設（幹線用水路沿い）

４６

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

 

M-1 

M-2 

M-3 M-4 

M-5 
M-6 

M-7 

N-1 

図 調整池概念図

図 調整池位置図

表 調整池諸元

対象外

対象外

8箇所

施設規模

(箇所数)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

28,300新規かんがい

開発可能量

（千m3）

河川

幹線用水路調整池用水路

・河川から取水し、幹線用水路から調整池に補給。
・渇水時は、調整池から幹線用水路と用水路に補給

河川

幹線用水路調整池用水路

・河川から取水し、幹線用水路から調整池に補給。
・渇水時は、調整池から幹線用水路と用水路に補給

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

調整池

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

幹線水路名 調整池面積 必要容量 調整池深さ 必要面積 備考

M-1 468.3 ha 1,318 千 m
3

2.6 m 50.7 ha

M-2 1,637.7 ha 4,609 千 m
3

1.6 m 288.1 ha

M-3 1,629.5 ha 4,586 千 m
3

1.6 m 286.6 ha

M-4 2,256.8 ha 6,352 千 m
3

1.2 m 529.3 ha

M-5 656.1 ha 1,847 千 m
3

1.2 m 153.9 ha

M-6 1,382.8 ha 3,892 千 m
3

1.6 m 243.3 ha

皆瀬頭首工

M-7 516.7 ha 1,454 千 m
3

1.2 m 121.2 ha

成瀬頭首工 N-1 1,507.0 ha 4,242 千 m
3

1.5 m 282.8 ha

合計 10,054.9 ha 28,300 千 m
3

－ 1,955.9 ha

調整池



代替案の概要（Ｗ：単独）
・新規水道の供給箇所近傍に調整池を設け、利水容量1,200千m3を確保
・河川からの取水、自然配水が可能な施設構造とする
・調整池から水道用水を直接取水
・単独で代替可能

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑨－２河道外貯留施設（水道）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

４７

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

調整池

調整池

-

5.0

8.0

5.0

2.5

4.0

深さ

(m)

273

64

73

136

4.9

1.3

0.9

2.7

大仙市

刈和野地区

大沢郷地区

南外地区

71528.6横手市

2125.3湯沢市

開発量
（千m3）

面積

(ha)

図 調整池概念図

表 調整池諸元

図 調整池位置図

対象外

5箇所

対象外

施設規模

(箇所数)

対象外流水の正常な機能の
維持

1,200新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

調整池
河川

浄水場

自然取水
豊水位

自然取水

・豊水位以上で河川より自然取水により貯留

・浄水場に自然流下により補給

目的別の開発可能量と施設規模

鎧畑ダム

横手市上水取水位置

湯沢市上水取水位置

皆瀬川

南外地区取水位置

大沢郷地区取水位置

刈和野地区取水位置

雄物川

調整池（5.3ha）

調整池（28.6ha）

調整池（1.3ha）

調整池（0.9ha）

調整池（2.7ha）



代替案の概要（Ｎ：組み合わせ）
・成瀬川沿いに調整池を8箇所設置し、利水容量7,024千m3を確保
・調整池の設置位置は成瀬川沿川とし、河川や幹線水路等からの自然取配水が可能な施設構造とする
・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑨－３河道外貯留施設（成瀬川沿川）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

４８

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

調整池

 

皆瀬ダム 

成瀬ダム 

成瀬川橋 

①180.0ha 

②8.6ha 

③18.9ha 
④64.1ha 

⑤34.4ha 

⑥30.1ha 
⑦9.1ha 

⑧6.0ha 

7,0242.0351.2合計

1202.06.0調整池⑧

1822.09.1調整池⑦

6022.030.1調整池⑥

6882.034.4調整池⑤

1,2822.064.1調整池④

2.0

2.0

2.0

深さ

(m)

37818.9調整池③

1728.6調整池②

3,600180.0調整池①

開発量
（千m3）

面積

(ha)

図 調整池概念図

表 調整池諸元

図 調整池位置図

8箇所

対象外

対象外

施設規模

(箇所数)

7,024流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

調整池
河川

豊水位自然取水

低水位

自然流下補給

・豊水位以上で河川より自然取水により貯留

・渇水時に自然流下により河川へ補給

成瀬川

皆瀬川

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模



代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：組み合わせ）
・均一型アースフィルダム（H=10.6m、L=269.8m）
・かさ上げにあたっては、現在の堤体材料の品質やドレーン配置状況等を確認する必要がある
・現時点で想定されるかさ上げ可能高は、以下の考え方に基づくものとし、概ね4.4mとした（436千m3）

① 堤高が15m未満であるため、ダムの設計基準を満たした構造にはなっていない
② 堤高15m以上のかさ上げを行った場合、ダムの設計基準に則った大規模な施設改良が必要となる
③ このため、ため池基準に準拠し、かさ上げ可能高を4.4m（堤高15m）とする

・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ⑩－１ため池（楢沢沼１／２）

４９

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 ため池かさ上げ断面図

図 ため池位置図

9.9ha湛水面積

10.6mダム高

744千m3総貯水容量

均一型ｱｰｽﾌｨﾙﾀﾞﾑダム形式

楢沢沼ため池名

 

4.4m 

4.4m

4.4m

4.4m

施設規模
(かさ上げ高)

436流水の正常な機能の
維持

436新規水道

436新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

楢沢沼

導水路8.9km

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

楢 沢 沼

なら さわ ぬま



楢沢沼 

導水路 8.9km

利水代替案の適用性評価 ⑩－１ため池（楢沢沼２／２）

５０

図 導水ルート図

ため池（楢沢沼）からの導水方法
・成瀬川、皆瀬川から取水を行うケース（新規水道：大仙市以外）については、楢沢沼から成瀬頭首工上流まで導水
・楢沢沼の標高よりも導水箇所の標高が高いため、ポンプにより圧送
・ポンプの揚程を20mと仮定して必要ポンプ台数を算出

成瀬川

皆瀬川

湯沢市取水位置

横手市取水位置

皆瀬頭首工

成瀬頭首工

中継ポンプ

中継ポンプ

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 
70 

80 

90 

100 

110 

120 

130 

P 

P 

TP.120m 

図 導水ルート 縦断図

8.9

8.9

8.9

-

8.9

導水距離

（km）

2台

2台

2台

-

2台

ポンプ

台数

600

200

300

-

600

導水管径

（mm）

0.421

0.027

0.091

-

0.421

導水量

（m3/s）

436流水の正常な

機能の維持

212

436

-

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

436新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ600mm

図 導水断面図（新規かんがい）

なら さわ ぬま



代替案の概要
・ゾーン型アースフィルダム（中央コア型） （H=14.5～18.3m、L=105～411m）
・以下の理由によりかさ上げは困難

① コアの改良を含めた大規模工事が伴う
② 堤体が3つに分かれていると共に、堤長が710mにも及ぶ大規模工事となることが想定

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑩－２ため池（明永沼 ）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

５１

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

明永沼

図 ため池標準断面図

図 ため池平面図

20.0ha湛水面積

18.3mダム高

1,431千m3総貯水容量

ゾーン型ｱｰｽﾌｨﾙﾀﾞﾑ
（中央コア型）

ダム形式

明永沼ため池名

対象外

対象外

対象外

施設規模
(かさ上げ高)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

鎧畑ダム

みょう えい ぬま

目的別の開発可能量と施設規模

明 永 沼



代替案の概要
・ゾーン型アースフィルダム（中央コア型） （H=20.8m、L=113.4m）
・以下の理由によりかさ上げは困難

① コアの改良を含めた大規模工事が伴う
②ダム下流右岸に沢が存在し放流施設の吐口となっているため、コアの構築を含めたダム下流面へのかさ上げは不可能

利水代替案の適用性評価 ⑩－３ため池（湯の沢沼）

５２

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 ため池標準断面図

図 ため池平面図

2.2ha湛水面積

20.8mダム高

439千m3総貯水容量

ゾーン型ｱｰｽﾌｨﾙﾀﾞﾑ
（中央コア型）

ダム形式

湯の沢沼ため池名

ゆ の さわ

対象外

対象外

対象外

施設規模
(かさ上げ高)

対象外流水の正常な機能の
維持

対象外新規水道

対象外新規かんがい

開発可能量

（千m3）

目的別の開発可能量と施設規模

湯 の 沢 沼

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

湯の沢沼

鎧畑ダム



代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：組み合わせ）
・均一型アースフィルダム（H=25.5m、L=170m）
・かさ上げにあたっては、現在の堤体材料の品質やドレーン配置状況等を確認する必要がある
・現時点で想定されるかさ上げ可能高は、以下の考え方に基づくものとし、概ね4.5mとした（104千m3）

① 均一型アースフィルの高さの限度はダム設計基準より30m以下
② このためかさ上げ可能高を4.5m（堤高30m）とする

・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ⑩－４ため池（馬鞍沼１／２）

５３

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

 

4.5m 

図 ため池かさ上げ断面図

図 ため池位置図

2.3ha湛水面積

25.5mダム高

396千m3総貯水容量

均一型ｱｰｽﾌｨﾙﾀﾞﾑダム形式

馬鞍沼ため池名

4.5m

4.5m

4.5m

施設規模
(かさ上げ高)

104流水の正常な機能の
維持

104新規水道

104新規かんがい

開発可能量

（千m3）

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

馬鞍沼成瀬川橋

導水路6.5km

鎧畑ダム

ま ぐら ぬま

目的別の開発可能量と施設規模

馬 鞍 沼



導水路 6.5km

馬鞍沼 

利水代替案の適用性評価 ⑩－４ため池（馬鞍沼２／２）

５４

図 導水ルート図

ため池（馬鞍沼）からの導水方法
・成瀬川、皆瀬川から取水を行うケース（新規水道：大仙市以外）については、馬鞍沼から成瀬頭首工上流まで導水
・馬鞍沼の標高よりも導水箇所の標高が高いため、ポンプにより圧送
・ポンプの揚程を20mと仮定して必要ポンプ台数を算出

成瀬川

皆瀬川

湯沢市取水位置

横手市取水位置

皆瀬頭首工

成瀬頭首工

中継ポンプ

中継ポンプ

図 導水ルート 縦断図

6.5

6.5

6.5

-

6.5

導水距離

（km）

2台

2台

2台

-

2台

ポンプ

台数

300

100

100

-

300

導水管径

（mm）

0.100

0.013

0.013

-

0.100

導水量

（m3/s）

104流水の正常な

機能の維持

104

104

-

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

104新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ300mm

図 導水断面図（新規かんがい） 

1 2 3 4 5 6 
70 

80 

90 

100 

110 

120 

130 
TP.120m 

P 

P 

ま ぐら ぬま



 

2.5m 

代替案の概要（Ａ・Ｗ・Ｎ：組み合わせ）
・ゾーン型アースフィルダム（傾斜コア型） （H=12.5m、L=369.5m）
・かさ上げにあたっては、現在の堤体材料の品質やドレーン配置状況等を確認する必要がある
・現時点で想定されるかさ上げ可能高は、以下の考え方に基づくものとし、概ね2.5mとした（655千m3）

① 堤高が15m未満であるため、ダムの設計基準を満たした構造にはなっていない
② 堤高15m以上のかさ上げを行った場合、ダムの設計基準に則った大規模な施設改良が必要となる
③ このため、ため池基準に基づき、かさ上げ可能高を2.5m（堤高15m）とする

・単独では容量が不足するため、組み合わせ案として検討

利水代替案の適用性評価 ⑩－５ため池（桁倉沼１／２）

５５

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

図 ため池標準断面図

図 桁倉沼位置図

26.2ha湛水面積

12.5mダム高

1,800千m3総貯水容量

ゾーン型ｱｰｽﾌｨﾙﾀﾞﾑ
（傾斜コア型）

ダム形式

桁倉沼ため池名

2.5m

2.5m

2.5m

施設規模
(かさ上げ高)

655流水の正常な機能の
維持

655新規水道

655新規かんがい

開発可能量

（千m3）

桁倉沼

皆瀬ダム

 

田沢湖

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

桁倉沼

導水路17.3km

鎧畑ダム

けた くら ぬま

目的別の開発可能量と施設規模

馬 鞍 沼



利水代替案の適用性評価 ⑩－５ため池（桁倉沼２／２）

５６
図 皆瀬川筋からの導水ルート図（成瀬頭首工）

図 導水ルート縦断図（成瀬頭首工）

 

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0k
100

150

200

250

黒
沢
川
▼ 

16.0k 17.0k

取水位
EL.168m

放水位
EL.120m

水路①10.8km 水路②6.5km

導水延長17.3km

導水勾配1/813EL.128m

導水勾配1/270

図 導水路横断図

（水路①） （水路②）
 

1.45m 

1.45m 

1:1 

2.05m  

2.00m 

1.60m 

1:1 

2.60m 

桁倉沼からの導水方法
・「新規かんがい」「流水の正常な機能の維持」のための補給に対しては、成瀬頭首工での取水分を導水する
・既設の新処頭首工から取水を行い、用水路を新設して成瀬頭首工へ導水

けた くら ぬま

新処頭首工（既存）

水路②

（10.8km）

黒沢川

成瀬川

皆瀬川

皆瀬ダム

水路①

（6.5km）

湯沢市水道
横手市水道

成瀬頭首工皆瀬頭首工



ダム高

100.0m

堤頂標高

EL.406.0m

基礎標高 EL. 306.00m

最低水位 EL. 353.70m

常時満水位 EL. 397.40m

サーチャージ水位 EL. 402.40m

堆砂容量 2,500 千 m3

洪水調節容量 107,000 千 m3

利水容量 122,000 千 m3

かんがい 1 1,300 千 m
3

水道 6 ,800 千 m
3

工業用水道27 ,200 千 m
3

流水の正常な機能の維持

76,700 千 m
3

発電 122,000 千 m
3

洪水期 （6/16～9/30）

制限水位 EL. 387.20m

サーチャージ容量 39,000 千 m3

非洪水期 （10/1～翌年6/15）

利水容量 190,000 千 m3

かんがい 16,400 千 m
3

水道 8,500 千 m
3

工業用水道 34,400 千 m
3

流水の正常な機能の維持

88,200 千 m
3

発電 1 90,000 千 m
3

 

田沢湖

利水代替案の適用性評価 ⑪ダム使用権の振替（玉川ダム水道1/2）

玉川ダム

大松川ダム

皆瀬ダム

５７

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

水道用水補給区域

流水の正常な機能の維持補給区域

玉川ダム

一部未利用

図 玉川ダム容量配分図

図 玉川ダム使用権と利用状況（水道）

51.3km

51.3km

51.3km

51.3km

不要

51.3km

施設規模

(導水延長)

5,900流水の正常な機能の
維持

1,200

212

715

273

新規水道

・湯沢市

・横手市

・大仙市

5,900新規かんがい

開発可能量

（千m3）

成瀬川橋

導水路51.3km

鎧畑ダム

目的別の開発可能量と施設規模

122,000千m3利水

治水 107,000千m3容量

F/N/A/W/I/P※目的

玉川設置河川名

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ形式

287km2流域面積

国土交通省施設管理者

玉川ﾀﾞﾑダム名

玉 川 ダ ム

代替案の概要（Ａ・Ｎ：組み合わせ、Ｗ：単独）

・玉川ダムの利水容量（水道）の一部が未利用となっており、対象とする量5,900千m3を振替
・取水位置が上流に位置する場合、導水路によって用水を導水
・水道は単独で代替可能。その他は容量が不足するため、組み合わせ案として検討

※ F：洪水調節 N：流水の正常な機能の維持 A：かんがい

W：水道 I：工業用水道 P：発電

③利水容量 ④許可水利量※１ ⑤未利用量 ⑥使用率 ⑦未利用利水容量

①日量
（m3/日）

②毎秒
（m3/ｓ）

（千m3） （m3/ｓ）
②－④

（m3/ｓ）
④／②
（％）

③×(100-⑥(%))
（千m3）

秋田市水道 111,600 1.292 6,700 0.145 1.147 11.2 5,900

旧雄和町水道 2,300 0.027 100 0.027 0.000 100.0 0

計 5,900

※１　④許可水利量は、許可水利量のうち玉川ダム乗り分の許可水利量
       旧雄和町は、H17年1月に秋田市と合併

取水施設名

使用水量（ﾀﾞﾑ使用権）



利水代替案の適用性評価 ⑪ダム使用権の振替（玉川ダム水道2/2）

５８

玉川ダムからの導水方法
・成瀬川、皆瀬川から取水を行うケース（新規水道：大仙市以外）については、玉川ダムから成瀬頭首工上流まで導水
・玉川ダム下流の既設 抱返頭首工から取水を行い、高低差を考慮して丘陵沿いに水路を新設し自然流下で導水
・自然流下が不可能な地点からはポンプによる圧送を想定
・ポンプの揚程を20mと仮定して必要ポンプ台数を算出

図 導水ルート 縦断図

51.3

51.3

51.3

-

51.3

導水距離

（km）

4台

4台

4台

-

4台

ポンプ

台数

2,000

200

300

-

2,000

導水管径

（mm）

5.703

0.027

0.091

-

5.703

導水量

（m3/s）

5,900流水の正常な

機能の維持

212

715

-

新規上水

・湯沢市

・横手市

・大仙市

5,900新規かんがい

開発可能量

（千m3）

表 導水諸元

φ2000mm

図 導水断面図（新規かんがい）
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抱返頭首工 

新規かんがい用水 

需要地区 

導水路 
51.3km 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

中継ポンプ 

自然流下区間 

ポンプアップ区間 

中継ポンプ 

図 導水ルート図

雄物川

湯沢市

横手市

大仙市

成瀬頭首工皆瀬頭首工

玉川ダム

鎧畑ダム



利水対策案の立案（ケースの組み合わせ）《新規利水（かんがい）》

○利水対策案（新規利水（かんがい））の一覧表
・第２回「検討の場」においては、新規利水（かんがい）１９ケースの組み合わせを提示したが、雄物川流域での利水代替案の評価の結
果（利水代替案の適用性評価）、利水専用ダムの新設を単独の代替案として評価を行うこととしたほか、「ダム以外を中心とした組み合
わせ」については、コスト的に安価となると考えられたケースを追加し、合計以下の１８ケースの組み合わせにおいて概略評価を行うこ
ととした

５９

●新規利水（かんがい）

総合的な対応

利水専用ダム新設 中流部堰
河道外貯留施設

（調整池）

（成瀬ダムサイト） （成瀬川・皆瀬川） 強首貯水池 大曲貯水池 西野貯水池
貯水池掘削
（皆瀬ダム）

貯水池掘削
（鎧畑ダム）

かさ上げ
（皆瀬ダム）

かさ上げ
（玉川ダム）

（皆瀬ダム） （玉川ダム） （鎧畑ダム） （幹線用水路沿い） （楢沢沼） （馬鞍沼） （桁倉沼）

河川整備計画
相当案

1 V=28,300千m3

利水専用ダム 2
H=87.8m

V=28,300千m3

3
H=+13.2m

V=28,300千m3

4
H=+3.6m

V=28,300千m3

5
治水容量買い上げ

V=28,300千m3

6
n=2,128台

V=28,300千m3

7
n=8箇所

V=28,300千m3

8
中流部堰　n=12箇所

V=714千m3

治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,386千m3

9
A=270ha

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=12,100千m3

10
A=350ha

V=4,550千m3

治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=7,550千m3

11
A=290ha

V=4,350千m3

治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=7,750千m3

12 V=9,180千m3 治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=2,920千m3

13 V=840千m3 治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,260千m3

14
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=12,100千m3

15
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,664千m3

H=＋4.4m

V=436千m3

16
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,996千m3

H=＋4.5m

V=104千m3

17
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,445千m3

H=＋2.5m

V=655千m3

18
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=6,200千m3

玉川ダム水道

V=5,900千m3

地下水取水

河道外貯留施設（ため池かさ上げ）
ダム使用権等の振替
（玉川ダム：水道）

河川区域外での対応

ダム再開発

　　ダム以外を
　　中心とした
　　組み合わせ

他用途ダム容量買い上げ

現計画
ケース

河川区域内での対応

河道外貯留施設（貯水池）



利水対策案１ 現計画 新 規 か ん が い

６０

■水資源開発施設諸元
成瀬ダム H=113.5m（共同）、V=28,300千m3

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、成瀬ダムの建設にて対応する。
■ 制度上、技術上の問題はない。

◇対策案 １ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

成瀬ダム

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

鎧畑ダム

玉川ダム

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

1 河川整備計画素案に基づき成瀬ダムを新設 ○ － － － － － － － － － －

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案２ 利水専用ダム

６１

■水資源開発施設諸元
・利水専用ダム H=86.8m
・総貯水容量 31,800千m3

（新規利水 28,300千m3、堆砂容量 3,500千m3）

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、成瀬ダムダムサイトに利水専用ダムの建設に

て対応する。
■ 利水専用ダムの建設には、地質調査等の技術的検討が必要となる。
■ 利水専用ダムの建設には、土地所有者や利水関係者等との調整（合意）

が必要となる。

◇対策案 ２ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

利水専用
ダム

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

H=86.8m

規格

28,300千m3利水専用ダム

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

2 利水専用ダムを新設 － －
○

H=87.8m
－ － － － － － － －

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案３ ダム再開発（かさ上げ）

６２

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダムかさ上げ V=28,300千m3
・かさ上げ高 H=13.2m
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、皆瀬ダムのかさ上げにて対応する。
■ 皆瀬ダムかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要

となる。
■ 皆瀬ダムのかさ上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との

調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムのかさ上げは、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影

響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 ３ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

皆瀬ダム
かさ上げ

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

皆瀬ダム

H=+13.2m

規格

28,300千m3ダム再開発

（かさ上げ）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
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ム
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ダ
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既
設

）

利
水
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新
設
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流
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）
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貯
留
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貯
水
池

）

ダ
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再
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発
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さ
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げ
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）

他
用
途
ダ
ム

容
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の
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い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

3 皆瀬ダムかさ上げ － － － ○ ○
○

皆瀬ダム
かさ上げ

○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案４ ダム再開発（かさ上げ）

６３

■水資源開発施設諸元
・玉川ダムかさ上げ V=28,300千m3
・かさ上げ高 H=3.6m
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

◇対策案 ４ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

玉川ダム
かさ上げ

導水路51.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、玉川ダムのかさ上げにて対応する。
■ 玉川ダムかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要

となる。
■ 玉川ダムのかさ上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との

調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダムのかさ上げは、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影

響など技術的検討が必要となる。

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

玉川ダム

H=+3.6m

規格

28,300千m3ダム再開発

（かさ上げ）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

皆瀬ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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）
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ム
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等
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替

4 玉川ダムかさ上げ － － － ○ ○
○

玉川ダム
かさ上げ

○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、他用途ダム容量買い上げ「玉川ダム（治水容

量）」にて対応する。
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要があ

る。
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関

係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水

施設への影響など技術的検討が必要となる｡

利水対策案５ 他用途ダム容量買い上げ

６４

■水資源開発施設諸元
・玉川ダム治水容量の買い上げ V=28,300千m3
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

◇対策案 ５ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

玉川ダム
治水容量買い上げ

導水路51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

玉川ダム

規格

28,300千m3治水容量

買い上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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5 他用途ダム容量買い上げ（玉川ダム治水） － － － ○ ○ ○
○

玉川ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案６ 地下水取水

６５

■水資源開発施設諸元
・地下水取水 V=28,300千m3相当
・揚水井 n=2,128台

◇対策案 ６ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

地下水取水施設の新設

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3相当としている。
■ 新規利水（かんがい）は、地下水取水にて対応する。
■ 地下水取水には、地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 地下水取水には、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要と

なる。

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

揚水井

規格

28,300千m3地下水取水

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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6 地下水取水 － － － ○ ○ ○ ○
○

揚水井
○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案７ 河道外貯留施設（調整池）

６６

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（調整池） V=28,300千m3

n=8箇所（1,956ha）

◇対策案 ７ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

調整池の新設

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、河道外貯留施設（調整池）の建設にて対応す

る。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技

術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調

整（合意）が必要となる。

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

調整池

規格

28,300千m3河道外

貯留施設

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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7 河道外貯留施設（調整池） － － － ○ ○ ○ ○ ○
○

調整池
○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案８

６７

■水資源開発施設諸元
・中流部堰 V=714千m3、12箇所
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=11,386m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

◇対策案 ８ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

導水路51.3km

中流部堰新設＋他用途ダム容量買い上げ

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

中流部堰の新設

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、中流部堰新設にて対応する。また、不足分を

他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑ダム（治水容
量）」買い上げにより対応する。

■ 中流部堰の建設には、地質調査等の技術的検討が必要となる。
■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す

る必要がある。
■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、

利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発

電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

311,386千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

堰

規格

714千m3中流部堰

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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8
中流部堰新設＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋
他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）

－ － －
○

中流部堰
○ ○

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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9
河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬
ダム治水）

－ － － ○
○

強首
貯水池

○
○

皆瀬ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、河道外貯留施設（強首貯水池）にて対応する。

また、不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）」によ
り対応する。

■ 河道外貯留施設（強首貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等な
ど技術的検討が必要となる。

■ 河道外貯留施設（強首貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者と
の調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要があ
る。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関
係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水
施設への影響など技術的検討が必要となる。

利水対策案９

６８

◇対策案 ９ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（強首貯水池）V=16,200千m3 

(270ha)
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=12,100m3
・導水施設（強首貯水池）L=55.0km
・導水施設（皆瀬ダム）L=17.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

212,100千m3皆瀬ダム
治水容量

買い上げ

1

順位

強首貯水池

規格

16,200千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

導水路55km

貯水池の新設



◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、河道外貯留施設（大曲貯水池）にて対応する。

また、不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑
ダム（治水容量）」により対応する。

■ 河道外貯留施設（大曲貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等な
ど技術的検討が必要となる。

■ 河道外貯留施設（大曲貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者と
の調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す
る必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発
電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

利水対策案10

６９

◇対策案 10 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（大曲貯水池）V=4,550千m3 

(350ha)
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=7,550m3
・導水施設（大曲貯水池）L=33.0km
・導水施設（皆瀬ダム）L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム）L=51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

37,550千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

大曲貯水池

規格

4,550千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

貯水池の新設

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

導水路51.3km

導水路33km
代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設
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）
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）

ダ
ム
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権
等
の
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10
河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬
ダム治水）

－ － － ○
○

大曲
貯水池

○

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、河道外貯留施設（西野貯水池）にて対応する。

また、不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑
ダム（治水容量）」により対応する。

■ 河道外貯留施設（西野貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等な
ど技術的検討が必要となる。

■ 河道外貯留施設（西野貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者と
の調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す
る必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発
電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

利水対策案11

７０

◇対策案 11 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（西野貯水池）V=4,350千m3

(290ha)
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=7,750m3
・導水施設（西野貯水池）L=19.0km
・導水施設（皆瀬ダム）L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム）L=51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

37,750千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

西野貯水池

規格

4,350千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

貯水池の新設

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

導水路51.3km

導水路19km

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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11
河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬
ダム治水）

－ － － ○
○

西野
貯水池

○

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案12

７１

◇対策案 12 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

導水路51.3km

ダム再開発（掘削）＋他用途ダム容量買い上げ

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
掘削

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、皆瀬ダム貯水池掘削にて対応する。また、不

足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑ダム（治
水容量）」の買い上げにより対応する。

■ 皆瀬ダムの貯水池掘削には、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者と
の調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す
る必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発
電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダム貯水池掘削 V=9,180千m3
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3 
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=2,920m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

32,920千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

皆瀬ダム

規格

9,180千m3ダム再開発

（掘削）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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12
皆瀬ダム貯水池掘削＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治
水）＋他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）

－ － － ○ ○
○

皆瀬ダム
掘削

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案13

７２

◇対策案 13 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

導水路51.3km

ダム再開発（掘削）＋他用途ダム容量買い上げ

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

鎧畑ダム
掘削

■水資源開発施設諸元
・鎧畑ダム貯水池掘削 V=840m3
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3 

・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=11,260m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、鎧畑ダム貯水池掘削にて対応する。また、不

足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑ダム（治
水容量）」により対応する。

■ 鎧畑ダムの貯水池掘削には、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者と
の調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す
る必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発
電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

311,260千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

鎧畑ダム

規格

840千m3ダム再開発(掘削)

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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13
鎧畑ダム貯水池掘削＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治
水）＋他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）

－ － － ○ ○
○

鎧畑ダム
掘削

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案14

７３

◇対策案 14 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

導水路51.3km

他用途ダム容量買い上げ

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容

量）」にて対応する。また、不足分を他用途ダム容量買い上げ「鎧畑ダ
（治水容量）」により対応する。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す
る必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発
電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3 

・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=12,100m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

212,100千m3鎧畑ダム

116,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

順位規格 施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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14
他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途ダム容量
買い上げ（鎧畑ダム治水）

－ － － ○ ○ ○

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、ため池(楢沢沼)かさ上げにて対応する。また、

不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑ダム
（治水容量）」にて対応する。

■ 楢沢沼かさ上げには、堤体材料調査、地質調査、地すべり調査等の技術
的検討が必要となる。

■ 楢沢沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との
調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す
る必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発
電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

利水対策案15

７４

◇対策案 15 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

導水路51.3km

他用途ダム容量買い上げ＋ため池かさ上げ

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

楢沢沼

楢沢沼
かさ上げ

■水資源開発施設諸元
・楢沢沼かさ上げ V=436千m3  H=+4.4m

・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3 
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=11,664m3
・導水施設（楢沢沼） L=8.9km
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

311,664千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

楢沢沼

規格

436千m3ため池かさ上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

導水路8.9km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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15
他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途ダム容量
買い上げ（鎧畑ダム治水）＋ため池かさ上げ（楢沢沼）

－ － － ○ ○ ○

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○
○

楢沢沼
かさ上げ

○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、ため池(馬鞍沼)かさ上げにて対応する。また、

不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑ダム
（治水容量）により対応する。

■ 馬鞍沼かさ上げには、堤体材料調査、地質調査、地すべり調査等の技術
的検討が必要となる。

■ 馬鞍沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との
調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す
る必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発
電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

利水対策案16

７５

◇対策案 16 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

導水路51.3km

他用途ダム容量買い上げ＋ため池かさ上げ

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

馬鞍沼

馬鞍沼
かさ上げ

■水資源開発施設諸元
・馬鞍沼かさ上げ V=104千m3  H=+4.5m
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3 
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=11,996m3
・導水施設（馬鞍沼） L=6.5km
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

311,996千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

馬鞍沼

規格

104千m3ため池かさ上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

導水路6.5km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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16
他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途ダム容量
買い上げ（鎧畑ダム治水）＋ため池かさ上げ（馬鞍沼）

－ － － ○ ○ ○

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○
○

馬鞍沼
かさ上げ

○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、ため池(桁倉沼)かさ上げにて対応する。また、

不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑ダム
（治水容量）」により対応する。

■ 桁倉沼のかさ上げには、堤体材料調査、地質調査、地すべり調査等の技
術的検討が必要となる。

■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との
調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討す
る必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発
電等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

利水対策案17

７６

◇対策案 17 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

導水路41.6km

他用途ダム容量買い上げ＋ため池かさ上げ

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

桁倉沼

桁倉沼
かさ上げ

■水資源開発施設諸元
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3  H=+2.5m

・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3 
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=11,445m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

311,445千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

桁倉沼

規格

655千m3ため池かさ上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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17
他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途ダム容量
買い上げ（鎧畑ダム治水）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）

－ － － ○ ○ ○

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○
○

桁倉沼
かさ上げ

○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案18

７７

◇対策案 18 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

かんがい用水補給区域（約10,050ha）

ダム使用権振替
玉川ダム水道

導水路51.3km

他用途ダム容量買い上げ＋ダム使用権等の振替

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（かんがい）28,300千m3としている。
■ 新規利水（かんがい）は、ダム使用権の振替(玉川ダム水道)にて対応する。

また、不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）、鎧畑ダ
ム（治水容量）により対応する。

■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者と
の調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する
必要がある。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、
利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダム、鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電
等の利水施設への影響など技術的検討が必要となる。

■水資源開発施設諸元
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=5,900千m3

・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=16,200m3 
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=6,200m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

○現計画における依存量

28,300千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

36,200千m3鎧畑ダム

216,200千m3皆瀬ダム治水容量

買い上げ

1

順位

玉川ダム
水道

規格

5,900千m3ダム使用権振替

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 か ん が い

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

18

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途ダム容量
買い上げ（鎧畑ダム治水）＋ダム使用権の振替（玉川ダム水
道）

－ － － ○ ○ ○

○
皆瀬ダム
鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○
○

玉川ダム
水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



７８

利水対策案の概略評価結果 (1)《新規利水（かんがい）》

概算事業費
(億円)

判定 不適当と考えた理由と該当する評価軸

河川整備計画素案 1 現計画 250

利水専用ダム 2 利水専用ダムを新設 750 ○

4

利水対策案（実施内容）

概略評価による抽出

○

× コスト

分　　類

3 皆瀬ダムかさ上げ 850ダム以外を中心とした
組み合わせ

6

8

ケース
No.

中流部堰新設＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム
治水）＋他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）

2,100

・コストがケース３、６よりも高い

5 他用途ダム容量買い上げ（玉川ダム治水） 2,100 × コスト ・コストがケース３、６よりも高い

玉川ダムかさ上げ 2,300

7 河道外貯留施設（調整池） 4,400 × コスト ・コストがケース３、６よりも高い

地下水取水 510 ○

× コスト ・コストがケース３、６よりも高い

12
皆瀬ダム貯水池掘削＋他用途ダム容量買い上げ（皆
瀬ダム治水）＋他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム
治水）

3,400 × コスト ・コストがケース３、６よりも高い

9
河道外貯留施設（強首貯水池）＋他用途ダム容量買
い上げ（皆瀬ダム治水）

3,300 × コスト ・コストがケース３、６よりも高い

10 コスト ・コストがケース３、６よりも高い

11
河道外貯留施設（西野貯水池）＋他用途ダム容量買
い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途ダム容量買い上げ
（鎧畑ダム治水）

2,300 × コスト ・コストがケース３、６よりも高い

河道外貯留施設（大曲貯水池）＋他用途ダム容量買
い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途ダム容量買い上げ
（鎧畑ダム治水）

2,600 ×



７９

利水対策案の概略評価結果 (2)《新規利水（かんがい）》

概算事業費
(億円)

判定 不適当と考えた理由と該当する評価軸

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途
ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）＋ため池かさ上
げ（馬鞍沼）

コスト

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途
ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）＋ダム使用権の
振替（玉川ダム水道）

1,900 × コスト

1,500 ×

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途
ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）＋ため池かさ上
げ（楢沢沼）

1,500 ×

・コストがケース３、６よりも高い

・コストがケース３、６よりも高い

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途
ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）＋ため池かさ上
げ（桁倉沼）

1,500 × コスト ・コストがケース３、６よりも高い

コスト ・コストがケース３、６よりも高い

・コストがケース３、６よりも高い

・コストがケース３、６よりも高いコスト

コスト
鎧畑ダム貯水池掘削＋他用途ダム容量買い上げ
（皆瀬ダム治水）＋他用途ダム容量買い上げ（鎧畑
ダム治水）

2,100 ×

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋他用途
ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）

1,500 ×

分　　類
ケース
No.

利水対策案（実施内容）

概略評価による抽出

ダム以外を中心とした
組み合わせ

13

16

14

15

18

17



●新規利水（かんがい）

総合的な対応

利水専用ダム新設 中流部堰
河道外貯留施設

（調整池）

（成瀬ダムサイト） （成瀬川・皆瀬川） 強首貯水池 大曲貯水池 西野貯水池
貯水池掘削
（皆瀬ダム）

貯水池掘削
（鎧畑ダム）

かさ上げ
（皆瀬ダム）

かさ上げ
（玉川ダム）

（皆瀬ダム） （玉川ダム） （鎧畑ダム） （幹線用水路沿い） （楢沢沼） （馬鞍沼） （桁倉沼）

河川整備計画
相当案

1 V=28,300千m3

利水専用ダム 2
H=87.8m

V=28,300千m3

3
H=+13.2m

V=28,300千m3

4
H=+3.6m

V=28,300千m3

5
治水容量買い上げ

V=28,300千m3

6
n=2,128台

V=28,300千m3

7
n=8箇所

V=28,300千m3

8
中流部堰　n=12箇所

V=714千m3

治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,386千m3

9
A=270ha

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=12,100千m3

10
A=350ha

V=4,550千m3

治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=7,550千m3

11
A=290ha

V=4,350千m3

治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=7,750千m3

12 V=9,180千m3 治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=2,920千m3

13 V=840千m3 治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,260千m3

14
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=12,100千m3

15
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,664千m3

H=＋4.4m

V=436千m3

16
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,996千m3

H=＋4.5m

V=104千m3

17
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=11,445千m3

H=＋2.5m

V=655千m3

18
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

治水容量買い上げ

V=6,200千m3

玉川ダム水道

V=5,900千m3

地下水取水

河道外貯留施設（ため池かさ上げ）
ダム使用権等の振替
（玉川ダム：水道）

河川区域外での対応

ダム再開発

　　ダム以外を
　　中心とした
　　組み合わせ

他用途ダム容量買い上げ

現計画
ケース

河川区域内での対応

河道外貯留施設（貯水池）

利水対策案の概略評価結果 (3)《新規利水（かんがい）》

○利水対策案の概略評価結果（新規利水（かんがい））
・概略評価の結果、18ケースの利水対策案のうち4ケースについて、利水参画者等に提示する利水対

策案として抽出した。

８０



利水対策案の立案（ケースの組み合わせ）《新規利水（水道）》

○利水対策案（新規利水（水道））の一覧表
・第２回「検討の場」においては、新規利水（水道）１２ケースの組み合わせを提示したが、雄物川流域での利水代替案の評価の結果（利
水代替案の適用性評価）、利水専用ダムの新設を単独の代替案として評価を行うこととしたほか、「ダム以外を中心とした組み合わせ」
については、コスト的に安価となると考えられたケースを追加し、合計以下の１９ケースの組み合わせにおいて概略評価を行うこととした

８１

※ ．代替案の欄に、自治体名称が入っていないケースは、３市（湯沢市、横手市、大仙市）の共同施設として評価した。

●新規利水（水道）

総合的な対応

利水専用ダム新設 中流部堰
河道外貯留施設

（調整池）

（狙半内川ダムサイト）
（成瀬川・皆瀬川

・雄物川）
強首貯水池 大曲貯水池 西野貯水池

貯水池掘削
（皆瀬ダム）

貯水池掘削
（鎧畑ダム）

かさ上げ
（皆瀬ダム）

かさ上げ
（玉川ダム）

（皆瀬ダム） （玉川ダム） （鎧畑ダム） （幹線用水路沿い） （楢沢沼） （馬鞍沼） （桁倉沼）

河川整備計画
相当案

1 V=1,200千m3

利水専用ダム 2
H=13.5m

V=1,200千m3

3
A=20ha

V=1,200千m3

4
A=93ha

V=1,200千m3

5
A=80ha

V=1,200千m3

6 V=1,200千m3

7
H=2.7m

V=1,200千m3

8
H=0.4m

V=1,200千m3

9
治水容量買い上げ

V=1,200千m3

10
治水容量買い上げ

V=1,200千m3

11
治水容量買い上げ

V=1,200千m3

12
n=17台

V=1,200千m3

13
n=5箇所

V=1,200千m3

14
玉川ダム水道

V=1,200千m3

15
湯沢市・横手市

n=13台

V=927千m3

玉川ダム水道
大仙市

V=273千m3

16
治水容量買い上げ
湯沢市・横手市

V=927千m3

玉川ダム水道
大仙市

V=273千m3

17
中流部堰　n=13箇所

V=987千m3

H=＋0.9m

V=213千m3

18 V=840千m3 H=＋1.4m

V=360千m3

19 V=5千m3 H=＋4.4m

V=436千m3

H=＋4.5m

V=104千m3

H=＋2.5m

V=655千m3

　　ダム以外を
　　中心とした
　　組み合わせ

ダム再開発 他用途ダム容量買い上げ

現計画
ケース

河川区域内での対応

河道外貯留施設（貯水池）

地下水取水

河道外貯留施設（ため池かさ上げ）
ダム使用権等の振替
（玉川ダム：水道）

河川区域外での対応



利水対策案１ 現計画

８２

■水資源開発施設諸元
成瀬ダム H=113.5m（共同）、V=1,200千m3

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、成瀬ダムの建設にて対応する。
■ 制度上、技術上の問題はない。

◇対策案 １ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

成瀬ダム

水道用水供給区域

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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）
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）

河
道
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施
設

（
貯
水
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）

ダ
ム
再
開
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（
か
さ
上
げ
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削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
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・
か
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げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

1 河川整備計画素案に基づき成瀬ダムを新設 ○ － － － － － － － － － －

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案２ 利水専用ダム

８３

■水資源開発施設諸元
・利水専用ダム H=13.5m
・総貯水容量 1,206千m3

（新規利水 1,200千m3、堆砂容量 6千m3）

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、成瀬川支川に利水専用ダムを建設にて対応する。
■ 利水専用ダムの建設には、地質調査等の技術的検討が必要となる。
■ 利水専用ダムの建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が

必要となる。

◇対策案 ２ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

利水専用
ダム

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

H=13.5m

規格

1,200千m3利水専用ダム

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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2 利水専用ダムを新設 － －
○

H=13.5m
－ － － － － － － －

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案３ 河道外貯留施設（貯水池）

８４

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（強首貯水池）V=1,200千m3

(20ha)
・導水施設（貯水池） L=55km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、河道外貯留施設（強首貯水池）の建設にて対応す

る。
■ 河道外貯留施設（強首貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等な

ど技術的検討が必要となる
■ 河道外貯留施設（強首貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者と

の調整（合意）が必要となる。

◇対策案 ３ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

導水路55km

貯水池の新設

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

強首貯水池

規格

1,200千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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ダ
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再
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）
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途
ダ
ム
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買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）
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め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

3 河道外貯留施設（貯水池） － － － ○
○

強首
貯水池

○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案４ 河道外貯留施設（貯水池）

８５

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（大曲貯水池）V=1,200千m3

(93ha)
・導水施設（貯水池） L=33km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、河道外貯留施設（大曲貯水池）の建設にて対応す

る。
■ 河道外貯留施設（大曲貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等な

ど技術的検討が必要となる
■ 河道外貯留施設（大曲貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者と

の調整（合意）が必要となる。

◇対策案 ４ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

大曲貯水池

規格

1,200千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

貯水池の新設

導水路33km

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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4 河道外貯留施設（貯水池） － － － ○
○

大曲
貯水池

○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案５ 河道外貯留施設（貯水池）

８６

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（西野貯水池）V=1,200千m3

(80ha)
・導水施設（貯水池） L=19km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、河道外貯留施設（西野貯水池）の建設にて対応す

る。
■ 河道外貯留施設（西野貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等な

ど技術的検討が必要となる
■ 河道外貯留施設（西野貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者と

の調整（合意）が必要となる。

◇対策案 ５ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

西野貯水池

規格

1,200千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

貯水池の新設 導水路19km

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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5 河道外貯留施設（貯水池） － － － ○
○

西野
貯水池

○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案６ ダム再開発（掘削）

８７

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダム掘削 V=1,200千m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、皆瀬ダム貯水池掘削にて対応する。
■ 皆瀬ダムの掘削には、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との調整

（合意）が必要となる。

◇対策案 ６ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム
皆瀬ダム

掘削

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

皆瀬ダム

規格

1,200千m3ダム再開発

（掘削）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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6 皆瀬ダム貯水池掘削 － － － ○ ○
○

皆瀬ダム
掘削

○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案７ ダム再開発（かさ上げ）

８８

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダムかさ上げ V= 1,200千m3
・かさ上げ H=+2.7m
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、皆瀬ダムのかさ上げにて対応する。
■ 皆瀬ダムかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要

となる。
■ 皆瀬ダムのかさ上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との

調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムのかさ上げは、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影

響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 ７ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム
皆瀬ダム
かさ上げ

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

皆瀬ダム

H=2.7m

規格

1,200千m3ダム再開発

（かさ上げ）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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7 皆瀬ダムかさ上げ － － － ○ ○
○

皆瀬ダム
かさ上げ

○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案８ ダム再開発（かさ上げ）

８９

■水資源開発施設諸元
・玉川ダムかさ上げ V=1,200千m3
・かさ上げ H=+0.4m
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、玉川ダムのかさ上げにて対応する。
■ 玉川ダムかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要

となる。
■ 玉川ダムのかさ上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との

調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダムのかさ上げは、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影

響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 ８ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

玉川ダム
かさ上げ

導水路51.3km

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

玉川ダム

H=0.4m

規格

1,200千m3ダム再開発

（かさ上げ）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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8 玉川ダムかさ上げ － － － ○ ○
○

玉川ダム
かさ上げ

○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）については、他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治

水容量）」にて対応する。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要があ

る。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関

係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水

施設への影響など技術的検討が必要となる。

利水対策案９ 他用途ダム容量買い上げ

９０

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=1,200千m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km

◇対策案 ９ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

皆瀬ダム
治水容量買い上げ水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

皆瀬ダム

規格

1,200千m3治水容量

買い上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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ダ
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ダ
ム
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替

9 他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水） － － － ○ ○ ○
○

皆瀬ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



９１

■水資源開発施設諸元
・玉川ダム治水容量買い上げ V=1,200千m3
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、他用途ダム容量買い上げ「玉川ダム（治水容

量）」にて対応する。
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要があ

る。
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関

係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水

施設への影響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 10 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

玉川ダム
治水容量買い上げ

利水対策案10 他用途ダム容量買い上げ

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

玉川ダム

規格

1,200千m3治水容量

買い上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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替

10 他用途ダム容量買い上げ（玉川ダム治水） － － － ○ ○ ○
○

玉川ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



９２

■水資源開発施設諸元
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=1,200千m3
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、他用途ダム容量買い上げ「鎧畑ダム（治水容

量）」にて対応する。
■ 鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要があ

る。
■ 鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関

係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。
■ 鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水

施設への影響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 11 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

利水対策案11 他用途ダム容量買い上げ

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

導水路51.3km

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

鎧畑ダム

規格

1,200千m3治水容量

買い上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

11 他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水） － － － ○ ○ ○
○

鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



９３

■水資源開発施設諸元
・地下水取水 V=1,200千m3相当（日量13,164m3）
・揚水井 n=17台

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3相当（日量13,164m3）

としている。
■ 新規利水（水道）は、地下水取水にて対応する。
■ 地下水取水には、地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 地下水取水には、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要と

なる。

◇対策案 12 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

利水対策案12 地下水取水

地下水取水施設の新設

水道用水供給区域

地下水取水施設の新設

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

揚水井

規格

1,200千m3地下水取水

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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12 地下水取水 － － － ○ ○ ○ ○
○

揚水井
○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



９４

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（調整池） V=1,200千m3

n=5箇所 （39ha）

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、河道外貯留施設（調整池）の建設にて対応する。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技

術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調

整（合意）が必要となる。

◇対策案 13 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

利水対策案13 河道外貯留施設（調整池）

調整池の新設

調整池の新設

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

調整池

規格

1,200千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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13 河道外貯留施設（調整池） － － － ○ ○ ○ ○ ○
○

調整池
○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



９５

■水資源開発施設諸元
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=1,200千m3

・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、玉川ダムのダム使用権の振替で対応する。
■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者

との調整（合意）が必要となる。

◇対策案 14 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

利水対策案14 ダム使用権等の振替

ダム使用権振替
玉川ダム水道

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

玉川ダム

水道

規格

1,200千m3ダム使用権の

振替

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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14 ダム使用権の振替（玉川ダム水道） － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

玉川ダム
水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案15

９６

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、湯沢市、横手市を地下水取水にて対応する。また、

大仙市を玉川ダム使用権の振替(水道)にて対応する。
■ 地下水取水には、地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 地下水取水には、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要と

なる。
■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者

との調整（合意）が必要となる。

◇対策案 15 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

ダム使用権振替
玉川ダム水道

地下水取水施設の新設

水道用水供給区域

【湯沢市・横手市】→地下水取水
【大仙市】→ダム使用権等の振替（玉川ダム水道）

■水資源開発施設諸元
【湯沢市、横手市】
・地下水取水 V=927千m3相当
・揚水井 n=13台

【大仙市】
・玉川ダム使用権の振替（水道） V=273千m3

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1273千m3玉川ダム

水道

ダム使用権の

振替

2

順位

揚水井

規格

927千m3地下水取水

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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15
地下水取水【湯沢市・横手市】＋ダム使用権の振替（玉川ダム
水道）【大仙市】

－ － － ○ ○ ○ ○

○
揚水井
【湯沢・
横手市】

○ ○

○
玉川ダム

水道
【大仙市】

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案16

９７

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、湯沢市、横手市は他用途ダム容量買い上げ「皆瀬

ダム（治水容量）」にて対応する。また、大仙市を玉川ダム使用権の振
替(水道)にて対応する。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要があ
る。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関
係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水
施設への影響など技術的検討が必要となる。

■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者
との調整（合意）が必要となる。

◇対策案 16 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

ダム使用権振替
玉川ダム水道

水道用水供給区域

【湯沢市・横手市】→他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム）
【大仙市】→ダム使用権等の振替（玉川ダム水道）

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダム治水容量買い上げ V=987千m3
・玉川ダム使用権の振替（水道） V=213千m3

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1213千m3玉川ダム

水道

ダム使用権の

振替

2

順位

皆瀬ダム

規格

987千m3治水容量

かさ上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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16
他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）【湯沢市・横手市】＋
ダム使用権の振替（玉川ダム水道）【大仙市】

－ － － ○ ○ ○
○

皆瀬ダム
治水容量

○ ○ ○

○
玉川ダム

水道
【大仙市】

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）

皆瀬ダム
治水容量買い上げ



利水対策案17

９８

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、中流部堰の新設にて対応する。また、不足分をた

め池（桁倉沼）かさ上げにより対応する。
■ 中流部堰の建設には、地質調査等の技術的検討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要

となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との

調整（合意）が必要となる。

◇対策案 17 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

中流部堰新設＋ため池かさ上げ

桁倉沼

桁倉沼
かさ上げ

中流部堰の新設

中流部堰の新設

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

2213千m3桁倉沼ため池かさ上げ

1

順位

13箇所

規格

987千m3中流部堰

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

■水資源開発施設諸元
・中流部堰の新設 V=987千m3 13箇所
・桁倉沼かさ上げ V=213千m3 （H=+0.9m）

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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17 中流部堰新設＋ため池かさ上げ（桁倉沼） － － －
○

中流部堰
○ ○ ○ ○ ○

○
桁倉沼

かさ上げ
○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案18

９９

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、鎧畑ダムの掘削にて対応する。また、不足分を

ため池（桁倉沼）のかさ上げにて対応する。
■ 鎧畑ダムの貯水池掘削には、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者と

の調整（合意）が必要となる。
■ 桁倉沼かさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要と

なる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との

調整（合意）が必要となる。

◇対策案 18 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

ダム再開発（掘削）＋ため池かさ上げ

桁倉沼

桁倉沼
かさ上げ

鎧畑ダム
掘削

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

2360千m3桁倉沼ため池かさ上げ

1

順位

鎧畑ダム

規格

840千m3ダム再開発

（掘削）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

■水資源開発施設諸元
・鎧畑ダム貯水池掘削 V=840千m3
・桁倉沼かさ上げ V=360千m3 (H=+1.4m)

鎧畑ダム

玉川ダム

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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18 鎧畑ダム貯水池掘削＋ため池かさ上げ（桁倉沼）） － － － ○
○

鎧畑ダム
掘削

○ ○ ○ ○
○

桁倉沼
かさ上げ

○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案19

１００

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、新規利水（水道）1,200千m3としている。
■ 新規利水（水道）は、ため池（楢沢沼、馬鞍沼、桁倉沼）のかさ上げに

て対応する。また、不足分を鎧畑ダム貯水池掘削により対応する。
■ 楢沢沼､馬鞍沼、桁倉沼のかさ上げには、堤体材料調査、地質調査、地す

べり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 楢沢沼､馬鞍沼、桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利

水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 鎧畑ダムの貯水池掘削には、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者と

の調整（合意）が必要となる。

◇対策案 19 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

ダム再開発（掘削）＋ため池かさ上げ

鎧畑ダム
掘削

桁倉沼

湯の沢

馬鞍沼

楢沢沼

ため池
かさ上げ

水道用水供給区域

○現計画における依存量

1,200千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

3655千m3桁倉沼ため池かさ上げ

1436千m3楢沢沼ため池かさ上げ

2104千m3馬鞍沼ため池かさ上げ

4

順位

鎧畑ダム

規格

5千m3ダム再開発

（掘削）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

■水資源開発施設諸元
・楢沢沼かさ上げ V=436千m3 (H=+4.4m)
・馬鞍沼かさ上げ V=104千m3 (H=+4.5m)
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 (H=+2.5m)
・鎧畑ダム掘削 V=5千m3
・導水施設（楢沢沼） L=8.9km
・導水施設（馬鞍沼） L=6.5km
・導水施設（鎧畑ダム）L=51.3km

導水路6.5km

導水路8.9km

新 規 水 道

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案  →

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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19
鎧畑ダム貯水池掘削＋ため池かさ上げ（楢沢沼）＋ため池かさ
上げ（馬鞍沼）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）

－ － － ○
○

鎧畑ダム
掘削

○ ○ ○ ○

○
楢沢沼
馬鞍沼
桁倉沼

かさ上げ

○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案の概略評価結果 (1) 《新規利水（水道）》

１０１

概算事業費
(億円)

判定 不適当と考えた理由と該当する評価軸

河川整備計画素案 1 現計画 9

利水専用ダム 2 利水専用ダムを新設 20 ○

・コストがケース９、12、15、16よりも高い

・コストがケース９、12、15、16よりも高い

12 地下水取水 30 ○

11 × コスト

150 ×

× コスト

皆瀬ダム貯水池掘削 310

・コストがケース９、12、15、16よりも高い

9 他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水） 40 ○

玉川ダムかさ上げ

270 × コスト ・コストがケース９、12、15、16よりも高い

分　　類

3 河道外貯留施設（強首貯水池） 290ダム以外を中心とした
組み合わせ

8

10

ケース
No.

7 皆瀬ダムかさ上げ

× コスト

コスト

・コストがケース９、12、15、16よりも高い

利水対策案（実施内容）

概略評価による抽出

× コスト ・コストがケース９、12、15、16よりも高い

6

他用途ダム容量買い上げ（玉川ダム治水） 100

他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水） 90

370 × コスト ・コストがケース９、12、15、16よりも高い

5 河道外貯留施設（西野貯水池） 300 × コスト ・コストがケース９、12、15、16よりも高い

4 河道外貯留施設（大曲貯水池）



利水対策案の概略評価結果 (2) 《新規利水（水道）》

１０２

概算事業費
(億円)

判定 不適当と考えた理由と該当する評価軸

コスト ・コストがケース９、12、15、16よりも高い

コスト

× コスト ・コストがケース９、12、15、16よりも高い

・コストがケース９、12、15、16よりも高い
鎧畑ダム貯水池掘削＋ため池かさ上げ（楢沢沼）＋
ため池かさ上げ（馬鞍沼）＋ため池かさ上げ（桁倉
沼）

160 ×

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）【湯沢市・
横手市】＋ダム使用権の振替（玉川ダム水道）【大仙
市】

40 ○

中流部堰新設＋ため池かさ上げ（桁倉沼） 760 ×

河道外貯留施設（調整池） 160 × コスト ・コストがケース９、12、15、16よりも高い

× コスト ・コストがケース９、12、15、16よりも高い

分　　類
ケース
No.

利水対策案（実施内容）

概略評価による抽出

ダム以外を中心とした
組み合わせ

13

19

14

15

17

18 鎧畑ダム貯水池掘削＋ため池かさ上げ（桁倉沼） 200

ダム使用権の振替（玉川ダム水道）

16

地下水取水【湯沢市・横手市】＋ダム使用権の振替
（玉川ダム水道）【大仙市】

20 ○

80



●新規利水（水道）

総合的な対応

利水専用ダム新設 中流部堰
河道外貯留施設

（調整池）

（狙半内川ダムサイト）
（成瀬川・皆瀬川

・雄物川）
強首貯水池 大曲貯水池 西野貯水池

貯水池掘削
（皆瀬ダム）

貯水池掘削
（鎧畑ダム）

かさ上げ
（皆瀬ダム）

かさ上げ
（玉川ダム）

（皆瀬ダム） （玉川ダム） （鎧畑ダム） （幹線用水路沿い） （楢沢沼） （馬鞍沼） （桁倉沼）

河川整備計画
相当案

1 V=1,200千m3

利水専用ダム 2
H=13.5m

V=1,200千m3

3
A=20ha

V=1,200千m3

4
A=93ha

V=1,200千m3

5
A=80ha

V=1,200千m3

6 V=1,200千m3

7
H=2.7m

V=1,200千m3

8
H=0.4m

V=1,200千m3

9
治水容量買い上げ

V=1,200千m3

10
治水容量買い上げ

V=1,200千m3

11
治水容量買い上げ

V=1,200千m3

12
n=17台

V=1,200千m3

13
n=5箇所

V=1,200千m3

14
玉川ダム水道

V=1,200千m3

15
湯沢市・横手市

n=13台

V=927千m3

玉川ダム水道
大仙市

V=273千m3

16
治水容量買い上げ
湯沢市・横手市

V=927千m3

玉川ダム水道
大仙市

V=273千m3

17
中流部堰　n=13箇所

V=987千m3

H=＋0.9m

V=213千m3

18 V=840千m3 H=＋1.4m

V=360千m3

19 V=5千m3 H=＋4.4m

V=436千m3

H=＋4.5m

V=104千m3

H=＋2.5m

V=655千m3

　　ダム以外を
　　中心とした
　　組み合わせ

ダム再開発 他用途ダム容量買い上げ

現計画
ケース

河川区域内での対応

河道外貯留施設（貯水池）

地下水取水

河道外貯留施設（ため池かさ上げ）
ダム使用権等の振替
（玉川ダム：水道）

河川区域外での対応

利水対策案の概略評価結果 (3)《新規利水（水道）》

○利水対策案の概略評価結果（新規利水（水道））
・概略評価の結果、19ケースの利水対策案のうち6ケースについて、利水参画者等に提示する利水対

策案として抽出した。

１０３



利水対策案の立案（ケースの組み合わせ） 《流水の正常な機能の維持》

○利水対策案（流水の正常な機能の維持）の一覧表
・第２回「検討の場」においては、新規利水（流水の正常な機能の維持）１９ケースの組み合わせを提示したが、雄物川流域での利水代
替案の評価の結果（利水代替案の適用性評価）、利水専用ダムの新設を単独の代替案として評価を行うこととしたほか、「ダム以外を
中心とした組み合わせ」については、コスト的に安価となると考えられたケースを追加し、合計以下の１６ケースの組み合わせにおいて
概略評価を行うこととした

１０４

●流水の正常な機能の維持

総合的な対応

利水専用ダム新設 中流部堰
河道外貯留施設

（調整池）

（成瀬ダムサイト） （成瀬川・皆瀬川） 強首貯水池 大曲貯水池 西野貯水池
貯水池掘削
（皆瀬ダム）

貯水池掘削
（鎧畑ダム）

かさ上げ
（皆瀬ダム）

かさ上げ
（玉川ダム）

（皆瀬ダム） （玉川ダム） （鎧畑ダム） （幹線用水路沿い） （楢沢沼） （馬鞍沼） （桁倉沼）

河川整備計画
相当案

1 V=26,500千m
3

利水専用ダム 2
H=86.5m

V=26,500千m3

3
H=12.7m

V=26,500千m
3

4
H=3.4m

V=26,500千m
3

5
治水容量買い上げ
V=26,500千m3

6
治水容量買い上げ
V=26,500千m3

7
n=2,574台

V=26,500千m
3

8
中流部堰　n=12箇所

V=714千m
3

治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

n=6箇所

V=3,031千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道

V=5,900千m
3

9
A=270ha

V=16,200千m
3

治水容量買い上げ

V=10,300千m
3

10
A=350ha

V=4,550千m3

治水容量買い上げ

V=16,200千m3

H=＋2.5m

V=655千m3

玉川ダム水道

V=5,095千m3

11
A=290ha

V=4,350千m
3

治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道

V=5,295千m
3

12 V=9,180千m3 治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道

V=465千m
3

13 V=840千m
3 治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

n=6箇所

V=2,905千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道
V=5,900千m3

14
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

n=8箇所

V=3,745千m3

H=＋2.5m

V=655千m3
玉川ダム水道
V=5,900千m3

15
治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

n=8箇所

V=7,024千m
3

H=＋4.4m

V=436千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道
V=2,185千m3

16
治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

n=7箇所
V=3,205千m3

H=＋4.4m

V=436千m
3

H=＋4.5m

V=104千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道

V=5,900千m
3

ダム再開発

　　ダム以外を
　　中心とした
　　組み合わせ

他用途ダム容量買い上げ

現計画
ケース

河川区域内での対応

河道外貯留施設（貯水池）

地下水取水

河道外貯留施設（ため池かさ上げ）
ダム使用権等の振替
（玉川ダム：水道）

河川区域外での対応



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案１ 現計画

１０５

■水資源開発施設諸元
成瀬ダム H=113.5m（共同）、V=26,500千m3

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500

千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、成瀬ダムの建設にて対応する。
■ 制度上、技術上の問題はない。

◇対策案 １ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

成瀬ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

1 河川整備計画素案に基づき成瀬ダムを新設 ○ － － － － － － － － － －

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案２ 利水専用ダム

１０６

■水資源開発施設諸元
・利水専用ダム H=86.5m
・総貯水容量 30,000千m3

（流水の正常な機能の維持 26,500千m3、
堆砂容量 3,500千m3）

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500

千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、成瀬ダムダムサイトに利水専用ダムの建設

にて対応する。
■ 利水専用ダムの建設には、地質調査等の技術的検討が必要となる。
■ 利水専用ダムの建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が

必要となる。

◇対策案 ２ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

利水専用
ダム

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

H=86.5m

規格

26,500千m3利水専用ダム

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

2 利水専用ダムを新設 － －
○

H=86.5m
－ － － － － － － －

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案３ ダム再開発（かさ上げ）

１０７

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダムかさ上げ V=26,500千m3
・かさ上げ高 H= 12.7m
・導水施設 L=17.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500

千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、皆瀬ダムのかさ上げにて対応する。
■ 皆瀬ダムかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要

となる。
■ 皆瀬ダムのかさ上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との

調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムのかさ上げは、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影

響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 ３ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム
かさ上げ

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

皆瀬ダム

H=+12.7m

規格

26,500千m3ダム再開発

（かさ上げ）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

皆瀬ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

3 皆瀬ダムかさ上げ － － － ○ ○
○

皆瀬ダム
かさ上げ

○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案４ ダム再開発（かさ上げ）

１０８

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500

千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、玉川ダムのかさ上げにて対応する。
■ 玉川ダムかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要

となる。
■ 玉川ダムのかさ上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との

調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダムのかさ上げは、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影

響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 ４ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

玉川ダム
かさ上げ

導水路51.3km

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

玉川ダム

H=+3.4m

規格

26,500千m3ダム再開発

（かさ上げ）

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

■水資源開発施設諸元
・玉川ダムかさ上げ V=26,500千m3
・かさ上げ高 H= 3.4m
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

4 玉川ダムかさ上げ － － － ○ ○
○

玉川ダム
かさ上げ

○ ○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案５ 他用途ダム容量買い上げ

１０９

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500

千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、他用途ダム容量買い上げ「玉川ダム（治水

容量）」にて対応する。
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要があ

る。
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関

係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる
■ 玉川ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水

施設への影響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 ５ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

玉川ダム
治水容量買い上げ

導水路51.3km

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

玉川ダム

規格

26,500千m3治水容量

買い上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

■水資源開発施設諸元
・玉川ダム治水容量買い上げ V=26,500千m3
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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ダ
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5 他用途ダム容量買い上げ（玉川ダム治水） － － － ○ ○ ○
○

玉川ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案６ 他用途ダム容量の買い上げ

１１０

◇対策案 ６ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

鎧畑ダム
治水容量買い上げ

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

鎧畑ダム

規格

26,500千m3治水容量

買い上げ

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

■水資源開発施設諸元
・鎧畑ダム治水容量買い上げ V=26,500千m3
・導水施設（鎧畑ダム） L=51.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500

千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、他用途ダム容量買い上げ「鎧畑ダム（治水

容量）」にて対応する。
■ 鎧畑ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要があ

る。
■ 鎧畑ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関

係者、被害軽減対象者との調整（合意）が必要となる
■ 鎧畑ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水

施設への影響など技術的検討が必要となる。

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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6 他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水） － － － ○ ○ ○
○

鎧畑ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案７ 地下水取水

１１１

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500

千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、地下水取水にて対応する。
■ 地下水取水には、地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 地下水取水には、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要と

なる。

◇対策案 ７ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

地下水取水施設の新設

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

1

順位

揚水井

規格

26,500千m3地下水取水

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

■水資源開発施設諸元
・地下水取水 V=26,500千m3相当
・揚水井 n=2,574台

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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7 地下水取水 － － － ○ ○ ○ ○
○

揚水井
○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案８

１１２

■水資源開発施設諸元
・中流部堰の新築 V=714千m3  12基
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V=16,200千m3
・河道外貯留施設（調整池） V=3,031千m3
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 H=+2.5m
・玉川ダム使用権の振替（水道） V=5,900千m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（玉川ダム）L=51.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、中流部堰新設にて対応する。また、不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム

（治水容量）」、河道外貯留施設（調整池）、ため池（桁倉沼）かさ上げ、ダム使用権の振替（玉川ダム水道）
により対応する。

■ 中流部堰の建設には、地質調査等の技術的検討が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）

が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影響など技術的検討が必要とな
る。

■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。

◇対策案 ８ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

中流部堰新設＋他用途ダム容量買い上げ＋河道外貯留施設（調整池）
＋ため池かさ上げ＋ダム使用権等の振替

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

中流部堰の新設

調整池の新設
桁倉沼

ため池
かさ上げ

ダム使用権振替
玉川ダム水道

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

3655千m3桁倉沼ため池かさ上げ

45,900千m3玉川ダム
水道

ダム使用権の振替

53,031千m3調整池河道外貯留施設

216,200千m3皆瀬ダム治水容量買い上げ

1

順位

堰

規格

714千m3中流部堰

施設依存量施設名

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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8

中流部堰新設＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋
河道外貯留施設（調整池）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）＋ダム
使用権の振替（玉川ダム水道）

－ － －
○

中流部堰
○ ○

○
皆瀬ダム
治水容量

○
○

調整池

○
桁倉沼

かさ上げ

○
玉川ダム

水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案９

１１３

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（強首貯水池） V=16,200千m3

(270ha)
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V= 10,300千m3
・導水施設（貯水池） L=55.0km
・導水施設（皆瀬ダム）L=17.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3と

している。
■ 流水の正常な機能の維持は、河道外貯留施設（強首貯水池）にて対応する。また、

不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）」により対応する。
■ 河道外貯留施設（強首貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的

検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（強首貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整

（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被

害軽減対象者との調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への

影響など技術的検討が必要となる。

◇対策案 ９ 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

導水路55km

貯水池の新設

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

治水容量買い上げ 210,300千m3皆瀬ダム

116,200千m3強首貯水池河道外貯留施設

順位規格 施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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9
河道外貯留施設（強首貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ
（皆瀬ダム治水）

－ － － ○
○

強首
貯水池

○
○

皆瀬ダム
治水容量

○ ○ ○ ○

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案10

１１４

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、河道外貯留施設（大曲貯水池）にて対応する。また、不足分を不足分

を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）」、ため池（桁倉沼）かさ上げ、玉川ダム使用
権の振替（水道）により対応する。

■ 河道外貯留施設（大曲貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（大曲貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が必要とな

る。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被害軽減対象者との

調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影響など技術的検

討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必

要となる。
■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者との調整（合意）が必要と

なる。

◇対策案 10 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ
＋ため池かさ上げ＋ダム使用権等の振替

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

貯水池の新設

導水路33km

ダム使用権振替
玉川ダム水道

導水路51.3km

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（大曲貯水池） V=4,550千m3

(350ha)
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V=16,200千m3
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 (H=+2.5m)
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=5,095千m3
・導水施設（大曲貯水池）L=33.0km
・導水施設（皆瀬ダム）L=17.3km
・導水施設（玉川ダム）L=51.3km

3655千m3桁倉沼

45,095千m3玉川ダム
水道

ダム使用権の振替

ため池かさ上げ

216,200千m3皆瀬ダム治水容量買い上げ

1

順位

大曲貯水池

規格

4,550千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

桁倉沼

ため池
かさ上げ

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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河道外貯留施設（大曲貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ
（皆瀬ダム治水）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）＋ダム使用権の
振替（玉川ダム水道）

－ － － ○
○

大曲
貯水池

○
○

皆瀬ダム
治水容量

○ ○
○

桁倉沼
かさ上げ

○
玉川ダム

水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案11

１１５

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、河道外貯留施設（西野貯水池）にて対応する。また、不足分を不足分

を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）」、ため池（桁倉沼）かさ上げ、玉川ダム使用
権の振替（水道）により対応する。

■ 河道外貯留施設（西野貯水池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（西野貯水池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が必要とな

る。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被害軽減対象者との

調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影響など技術的検

討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必

要となる。
■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者との調整（合意）が必要と

なる。

◇対策案 11 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

ダム使用権振替
玉川ダム水道

導水路51.3km

■水資源開発施設諸元
・河道外貯留施設（西野貯水池） V=4,350千m3

(290ha)
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V=16,200千m3
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 (H=+2.5m)
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=5,295千m3
・導水施設（西野貯水池）L=19.0km
・導水施設（皆瀬ダム）L=17.3km
・導水施設（玉川ダム）L=51.3km

3655千m3桁倉沼

45,295千m3玉川ダム
水道

ダム使用権の振替

ため池かさ上げ

216,200千m3皆瀬ダム治水容量買い上げ

1

順位

西野貯水池

規格

4,350千m3河道外貯留施設

施設依存量施設名

貯水池の新設

導水路19km

河道外貯留施設（貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ
＋ため池かさ上げ＋ダム使用権等の振替

桁倉沼

ため池
かさ上げ

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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河道外貯留施設（西野貯水池）＋他用途ダム容量買い上げ
（皆瀬ダム治水）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）＋ダム使用権の
振替（玉川ダム水道）

－ － － ○
○

西野
貯水池

○
○

皆瀬ダム
治水容量

○ ○
○

桁倉沼
かさ上げ

○
玉川ダム

水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案12

１１６

◇対策案 12 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

ダム再開発（掘削）＋他用途ダム容量買い上げ

＋ため池かさ上げ＋ダム使用権の振替

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

皆瀬ダム
掘削

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

3655千m3桁倉沼

4465千m3玉川ダム
水道

ダム使用権の振替

ため池かさ上げ

216,200千m3皆瀬ダム治水容量買い上げ

1

順位

皆瀬ダム

規格

9,180千m3ダム再開発(掘削)

施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、皆瀬ダム掘削にて対応する。また、不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム

（治水容量）」、ため池（桁倉沼）かさ上げ、玉川ダム使用権の振替（水道）により対応する。
■ 皆瀬ダムの掘削には、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）

が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影響など技術的検討が必要とな
る。

■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダム掘削 V=9,180千m3
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V=16,200千m3
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 (H=+2.5m)
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=465千m3
・導水施設（皆瀬ダム）L=17.3km
・導水施設（玉川ダム）L=51.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

ダム使用権振替
玉川ダム水道

導水路51.3km

桁倉沼

ため池
かさ上げ

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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皆瀬ダム貯水池掘削＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治
水）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）＋ダム使用権の振替（玉川ダ
ム水道）

－ － － ○ ○
○

皆瀬ダム
掘削

○
皆瀬ダム
治水容量

○ ○
○

桁倉沼
かさ上げ

○
玉川ダム

水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案13

１１７

◇対策案 13 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

ダム再開発（掘削）＋他用途ダム容量買い上げ
＋河道外貯留施設（調整池）＋ため池かさ上げ＋ダム使用権等の振替

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

鎧畑ダム
掘削

調整池の新設

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

45,900千m3玉川ダム
水道

ダム使用権の振替

ため池かさ上げ 3655千m3桁倉沼

1840千m3鎧畑ダムダム再開発(掘削)

52,905千m3調整池河道外貯留施設

216,200千m3皆瀬ダム治水容量買い上げ

順位規格 施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、鎧畑ダム貯水池掘削て対応する。また、不足分を他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダ

ム（治水容量）」、河道外貯留施設（調整池）、ため池（桁倉沼）かさ上げ、玉川ダム使用権の振替（水道）に
より対応する。

■ 鎧畑ダムの貯水池掘削には、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）

が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影響など技術的検討が必要とな
る。

■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。

■水資源開発施設諸元
・鎧畑ダム掘削 V=840千m3
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V=16,200千m3
・河道外貯留施設（調整池） V=2,905千m3
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 (H=+2.5m)
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=5,900千m3
・導水施設（鎧畑ダム・玉川ダム） L=51.3km
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km

導水路17.3km

鎧畑ダム

玉川ダム

ダム使用権振替
玉川ダム水道

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

桁倉沼

ため池
かさ上げ

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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鎧畑ダム貯水池掘削＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治
水）＋河道外貯留施設（調整池）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）
＋ダム使用権の振替（玉川ダム水道）

－ － － ○ ○
○

鎧畑ダム
掘削

○
皆瀬ダム
治水容量

○
○

調整池

○
桁倉沼

かさ上げ

○
玉川ダム

水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案14

１１８

◇対策案 14 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

他用途ダム容量買い上げ＋河道外貯留施設（調整池）
＋ため池かさ上げ＋ ダム使用権等の振替

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

調整池の新設

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

35,900千m3玉川ダム
水道

ダム使用権の振替

ため池かさ上げ 2655千m3桁倉沼

116,200千m3皆瀬ダム治水容量買い上げ

43,745千m3調整池河道外貯留施設

順位規格 施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、他用途ダム容量買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）」にて対応する。また、不足分を

河道外貯留施設（調整池）、ため池（桁倉沼）かさ上げ、玉川ダム使用権の振替（水道）により対応する。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）

が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影響など技術的検討が必要とな
る。

■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。

■水資源開発施設諸元
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V=16,200千m3
・河道外貯留施設（調整池） V=3,745千m3
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 (H=+2.5m)
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=5,900千m3
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

導水路51.3km

ダム使用権振替
玉川ダム水道

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

桁倉沼

ため池
かさ上げ

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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14

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋河道外貯留施設
（調整池）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）＋ダム使用権の振替（玉
川ダム水道）

－ － － ○ ○ ○
○

皆瀬ダム
治水容量

○
○

調整池

○
桁倉沼

かさ上げ

○
玉川ダム

水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案15

１１９

◇対策案 15 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

他用途ダム容量買い上げ＋河道外貯留施設（調整池）
＋ため池かさ上げ＋ ダム使用権等の振替

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

調整池の新設

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

47,024千m3調整池河道外貯留施設

2436千m3楢沢沼
ため池かさ上げ

1655千m3桁倉沼

52,185千m3玉川ダム
水道

ダム使用権の振替

316,200千m3皆瀬ダム治水容量買い上げ

順位規格 施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、ため池（楢沢沼、桁倉沼）かさ上げにて対応する。また、不足分を他用途ダム容量

買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）」、河道外貯留施設（調整池） 、玉川ダム使用権の振替（水道）により対応
する。

■ 楢沢沼、桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 楢沢沼、桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）

が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影響など技術的検討が必要とな
る。

■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。

■水資源開発施設諸元
・楢沢沼かさ上げ V=436千m3 (H=+4.4m)
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 (H=+2.5m)
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V=16,200千m3
・河道外貯留施設（調整池） V=7,024千m3
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=2,185千m3
・導水施設（楢沢沼） L=8.9km
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

導水路8.9km

桁倉沼

楢沢沼

ため池
かさ上げ

ダム使用権振替
玉川ダム水道

導水路51.3km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓

成
瀬
ダ
ム

皆
瀬
ダ
ム

（
既
設

）

利
水
専
用
ダ
ム
新
設

中
流
部

（
改
築

）

河
道
外
貯
留
施
設

（
貯
水
池

）

ダ
ム
再
開
発

（
か
さ
上
げ
・
掘
削

）

他
用
途
ダ
ム

容
量
の
買
い
上
げ

地
下
水
取
水

河
道
外
貯
留
施
設

（
調
整
池
新
設

）

た
め
池

（
既
設
利
用
・
か
さ
上
げ

）

ダ
ム
使
用
権
等
の
振
替

15

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋河道外貯留施設
（調整池）＋ため池かさ上げ（楢沢沼）＋ため池かさ上げ（桁倉
沼）＋ダム使用権の振替（玉川ダム水道）

－ － － ○ ○ ○
○

皆瀬ダム
治水容量

○
○

調整池

○
楢沢沼
桁倉沼

かさ上げ

○
玉川ダム

水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



流水の正常な機能の維持補給区域

成瀬川橋

利水対策案16

１２０

◇対策案 16 採用案の施設組合せ

 

田沢湖

大松川ダム

皆瀬ダム

導水路51.3km

他用途ダム容量買い上げ＋河道外貯留施設（調整池）
＋ため池かさ上げ＋ダム使用権等の振替

皆瀬ダム
治水容量買い上げ

調整池の新設

ダム使用権振替
玉川ダム水道

○現計画における依存量

26,500千m3成瀬ダム

ダム依存量ダム名

3655千m3桁倉沼

5104千m3馬鞍沼

15,900千m3玉川ダム
水道

ダム使用権の振替

4436千m3楢沢沼

63,205千m3調整池河道外貯留施設

ため池かさ上げ

216,200千m3皆瀬ダム治水容量買い上げ

順位規格 施設依存量施設名

○採用案における施設組み合わせ

鎧畑ダム

玉川ダム

導水路17.3km

◇利水対策案の概要
■ 対策案の施設規模は、流水の正常な機能の維持をするための容量26,500千m3としている。
■ 流水の正常な機能の維持は、玉川ダム使用権の振替（水道）にて対応する。また、不足分を他用途ダム容量

買い上げ「皆瀬ダム（治水容量）」、河道外貯留施設（調整池）、ため池（楢沢沼、馬鞍沼、桁倉沼）かさ上げ
により対応する。

■ 玉川ダム使用権の振替には、ダム使用権者、ダム管理者、利水者関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、治水代替案を別途検討する必要がある。
■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、ダム管理者、土地所有者、利水者関係者、被害軽減対象者との調整（合意）

が必要となる。

■ 皆瀬ダムの治水容量買い上げには、貯水位変更にともなう発電等の利水施設への影響など技術的検討が必要とな
る。

■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、地質調査や地下水調査等など技術的検討が必要となる。
■ 河道外貯留施設（調整池）の建設には、土地所有者や利水関係者との調整（合意）が必要となる。
■ 楢沢沼、馬鞍沼、桁倉沼のかさ上げには、地質調査や地すべり調査等の技術的検討が必要となる。
■ 楢沢沼、馬鞍沼、桁倉沼のかさ上げには、ため池管理者、土地所有者、利水者関係者との調整（合意）が必要

となる。

■水資源開発施設諸元
・玉川ダム使用権の振替（水道）V=5,900千m3
・皆瀬ダム治水容量の買い上げ V=16,200千m3
・河道外貯留施設（調整池） V=3,205千m3
・楢沢沼かさ上げ V=436千m3 (H=+4.4m)
・馬鞍沼かさ上げ V=104千m3 (H=+4.5m)
・桁倉沼かさ上げ V=655千m3 (H=+2.5m)
・導水施設（玉川ダム） L=51.3km
・導水施設（皆瀬ダム） L=17.3km
・導水施設（楢沢沼） L=8.9km
・導水施設（馬鞍沼） L=6.5km

流水の正常な機能の維持

ダムの活用に関する代替案

堰の活用に関する代替案

河道外貯留施設に関する代替案

上記以外の代替案

※対策案に関する施設管理者、利水関係者等との事前協議や調整は別途行う必要がある
※対策案の施設規模はダム事業者や水利使用許可権者として有している情報により可能な範囲で検討したものであり、変更となること
がある

桁倉沼

馬鞍沼

楢沢沼

ため池
かさ上げ

導水路6.5km

導水路8.9km

代替案 河口堰

ケース
No.

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　対象とする代替案
→

　　　　　　　　　　　　組合せ概要  ↓
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16

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋河道外貯留施設
（調整池）＋ため池かさ上げ（楢沢沼）＋ため池かさ上げ（馬鞍
沼）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）＋ダム使用権の振替（玉川ダ
ム水道）

－ － － ○ ○ ○
○

皆瀬ダム
治水容量

○
○

調整池

○
楢沢沼
馬鞍沼
桁倉沼

かさ上げ

○
玉川ダム

水道

ダム
ため池

（貯水池の貯留施設を含む）



利水対策案の概略評価結果(1) 《流水の正常な機能の維持》

１２１

概算事業費
(億円)

判定 不適当と考えた理由と該当する評価軸

河川整備計画素案 1 現計画 590

利水専用ダム 2 利水専用ダムを新設 720 ○

× コスト ・コストがケース３、７よりも高い

コスト ・コストがケース３、７よりも高い

コスト ・コストがケース３、７よりも高い

コスト ・コストがケース３、７よりも高い

12
皆瀬ダム貯水池掘削＋他用途ダム容量買い上げ（皆
瀬ダム治水）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）＋ダム使用
権の振替（玉川ダム水道）

3,300 × コスト ・コストがケース３、７よりも高い

9
河道外貯留施設（強首貯水池）＋他用途ダム容量買
い上げ（皆瀬ダム治水）

・コストがケース３、７よりも高い

7 地下水取水 670 ○

他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水） 1,900 × コスト

・コストがケース３、７よりも高い

5 他用途ダム容量買い上げ（玉川ダム治水） 2,000 × コスト ・コストがケース３、７よりも高い

玉川ダムかさ上げ 2,300

分　　類

3 皆瀬ダムかさ上げ 820ダム以外を中心とした
組み合わせ

6

8

ケース
No.

中流堰新設＋他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治
水）＋他用途ダム容量買い上げ（鎧畑ダム治水）＋河
道外貯留施設（調整池）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）
＋ダム使用権の振替（玉川ダム上水）

2,600

×

×

3,200

4

利水対策案（実施内容）

概略評価による抽出

○

コスト

10
河道外貯留施設（大曲貯水池）＋他用途ダム容量買
い上げ（皆瀬ダム治水）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）
＋ダム使用権の振替（玉川ダム水道）

2,800 ×

11
河道外貯留施設（西野貯水池）＋他用途ダム容量買
い上げ（皆瀬ダム治水）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）
＋ダム使用権の振替（玉川ダム水道）

2,000 ×



１２２

利水対策案の概略評価結果(2) 《流水の正常な機能の維持》

概算事業費
(億円)

判定 不適当と考えた理由と該当する評価軸

ダム以外を中心とした
組み合わせ 13

15

分　　類
ケース
No.

利水対策案（実施内容）

概略評価による抽出

・コストがケース３、７よりも高い

2,000

14
他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋河道外
貯留施設（調整池）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）＋ダ
ム使用権の振替（玉川ダム水道）

2,000 コスト ・コストがケース３、７よりも高い

鎧畑ダム貯水池掘削＋他用途ダム容量買い上げ（皆
瀬ダム治水）＋河道外貯留施設（調整池）＋ため池
かさ上げ（桁倉沼）＋ダム使用権の振替（玉川ダム水
道）

2,500 × コスト

×

×

コスト ・コストがケース３、７よりも高い16

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋河道外
貯留施設（調整池）＋ため池かさ上げ（楢沢沼）＋た
め池かさ上げ（馬鞍沼）＋ため池かさ上げ（桁倉沼）
＋ダム使用権の振替（玉川ダム水道）

2,000 ×

コスト ・コストがケース３、７よりも高い

他用途ダム容量買い上げ（皆瀬ダム治水）＋河道外
貯留施設（調整池）＋ため池かさ上げ（楢沢沼）＋た
め池かさ上げ（桁倉沼）＋ダム使用権の振替（玉川ダ
ム水道）



●流水の正常な機能の維持

総合的な対応

利水専用ダム新設 中流部堰
河道外貯留施設

（調整池）

（成瀬ダムサイト） （成瀬川・皆瀬川） 強首貯水池 大曲貯水池 西野貯水池
貯水池掘削
（皆瀬ダム）

貯水池掘削
（鎧畑ダム）

かさ上げ
（皆瀬ダム）

かさ上げ
（玉川ダム）

（皆瀬ダム） （玉川ダム） （鎧畑ダム） （幹線用水路沿い） （楢沢沼） （馬鞍沼） （桁倉沼）

河川整備計画
相当案

1 V=26,500千m
3

利水専用ダム 2
H=86.5m

V=26,500千m3

3
H=12.7m

V=26,500千m
3

4
H=3.4m

V=26,500千m
3

5
治水容量買い上げ
V=26,500千m3

6
治水容量買い上げ
V=26,500千m3

7
n=2,574台

V=26,500千m
3

8
中流部堰　n=12箇所

V=714千m
3

治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

n=6箇所

V=3,031千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道

V=5,900千m
3

9
A=270ha

V=16,200千m
3

治水容量買い上げ

V=10,300千m
3

10
A=350ha

V=4,550千m3

治水容量買い上げ

V=16,200千m3

H=＋2.5m

V=655千m3

玉川ダム水道

V=5,095千m3

11
A=290ha

V=4,350千m
3

治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道

V=5,295千m
3

12 V=9,180千m3 治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道

V=465千m
3

13 V=840千m
3 治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

n=6箇所

V=2,905千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道
V=5,900千m3

14
治水容量買い上げ

V=16,200千m3

n=8箇所

V=3,745千m3

H=＋2.5m

V=655千m3
玉川ダム水道
V=5,900千m3

15
治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

n=8箇所

V=7,024千m
3

H=＋4.4m

V=436千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道
V=2,185千m3

16
治水容量買い上げ

V=16,200千m
3

n=7箇所
V=3,205千m3

H=＋4.4m

V=436千m
3

H=＋4.5m

V=104千m
3

H=＋2.5m

V=655千m
3

玉川ダム水道

V=5,900千m
3

ダム再開発

　　ダム以外を
　　中心とした
　　組み合わせ

他用途ダム容量買い上げ

現計画
ケース

河川区域内での対応

河道外貯留施設（貯水池）

地下水取水

河道外貯留施設（ため池かさ上げ）
ダム使用権等の振替
（玉川ダム：水道）

河川区域外での対応

利水対策案の概略評価結果 (3)《流水の正常な機能の維持》

○利水対策案の概略評価結果（流水の正常な機能の維持）
・概略評価の結果、16ケースの利水対策案のうち4ケースについて、利水参画者等に提示する利水対

策案として抽出した。

１２３


